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は

E
だ
け
で
、
他
の
全
て
は
i
を
選
択
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
子
音
語
幹

F
O
 

円

L
咽

E
4

助
辞
の
結
合
一
時
音
は
子
音
語
幹
助
辞
の
音
声
構
成
で
自
動
的
に
定
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
一
(
ト
)
g
m
R
(ト
)
日
目
"
(
ト
)E
・(い
)
E。
例

E
W
+
(卜
)

s

s

d

0

・

$

B
B↓
E
W土
日
目
書
キ
マ
局
、

E
W
+
(い
)
E↓
Ewo十
自
白
書
カ
ナ

ω。

(

a

F

 

Z
Z
+
(叶

)E印↓
E
宮
-
十
日

g
タ
ベ
マ
的
、

E
Z
土山町
)
E
ム
号
+
E
タ

ベ
ナ

ω。
母
音
語
幹
助
辞
に
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
一
2
0・
ω
5・
0
。
子
立
国
語
幹
に

母
音
語
幹
助
辞
が
接
合
す
る
場
合
、
両
者
は
何
物
を
も
介
さ
ず
直
接
結
合
さ
れ

ま
す
が
、
母
音
語
幹
に
接
合
す
る
場
合
、
子
音
を
介
し
て
結
合
さ
れ
ま
す
。
山
路

は
そ
れ
が
持
つ
子
音
と
同
じ

s
を
介
し
向
。
と

e
は

r
を
と
り
ま
す
。
事

-
J
-

b
J
ナ
'

し、

e
の
場
合

r
の
前
に
[
吋

ι
が
付
随
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
母
音
語
幹
助

辞
の
結
合
要
素
は
(
ミ
ミ
昨
山
]
円
)
と
表
記
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
結
合
子

唱
守



音
は
全
て
母
音
助
辞
の
音
声
構
成
に
よ
っ
て
自
動
的
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
一
品
)
g
p
(
セ
3
(
叶
地
叶
)
。
。
例
片
島
+
(
ゆ
)
包
括
↓
E
W
+
自
σ

書
カ
セ
例
、
}
内
保
十
(
l
h
|
)
φ
↓
E
W
+
σ
書
ケ
パ
円
。
E
Z
十
(
」
同
)
民
自
↓
E
E
+

[E]
円

。

包
括
タ
ベ
サ
セ
例
、
E
Z
+
(
剖
体
叶

)0151[旦
円
。
タ
ベ
[
一
フ
]
レ

例
(
H

位
測
情
)
。

同
子
音
語
幹
の
変
形

t
に
始
ま
る
(
必
ず
結
合
要
素
パ
マ
を
持
つ
)
子
音
尾

助
辞
が
子
音
語
幹
に
接
合
す
る
と
、
語
幹
末
子
音
の
性
質
に
従
っ
て
、
次
の
よ

う
な
変
形
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

ω
語
幹
末
子
音
が

g
/
b
/
n
/
m
で
あ
れ
ば
助
辞
の
頭
の

t
を
d
に
か

え、

g
/
b
/
n
/
m
で
な
け
れ
ば

t
を
そ
の
ま
ま
残
し
ま
す
。

ω語
幹
末
子
音
が
S

で
あ
れ
ば
結
合
母
音
i
と
の
結
合
で
つ
く
ら
れ
る
音
節

城田

に
何
ら
の
変
更
を
加
え
ず
、

S

で
な
け
れ
ば
そ
の
音
節
に
以
下
の
よ
う
な
変
形

を
行
な
い
ま
す
。

ω
b
/
m
/
n
の
場
合
、
そ
の
音
節
を
N
に
か
え
ま
す
。

ω

k
/
g
の
場
合
、
そ
の
音
節
を
J
に
か
え
ま
す
(
た
だ
し
、
同
庁
ロ
行
ク
の
場
合
、

例
外
的
に
そ
の
音
節
を
T
に
か
え
ま
す
)
。
帥
そ
れ
以
外
の
子
音
の
場
合
、
そ

の
音
節
を
T
に
か
え
ま
す
。

t
に
始
ま
る
子
音
尾
助
辞
を
E
で
代
表
さ
せ
例
を

あ
げ
ま
す
一

51(叶
)
E
↓
E
m
-
-
E
貸
手
、
』
O
ず
(
叶
)
訂
↓
]
O
σ
-
E
i
o
Z
(
)
岳

呼
ン
ダ
、
}
O
B
(
叶
)
E
↓
』
O
E
-
-
岳
↓
〕
O
Z
(
l
吾
読
ン
ダ
、
印
苧
(
叶
)
z
t
E
I
E
ω

↓
印
宕
(
)
骨
死
ン
ダ
、
E
W
(
叶
)
片
山
↓
E
w
-
-
E
↓
互
(
l
)
E
書
イ
夕
、
E
m
l
G
)

百
↓
E
m
t
E
ω
↓
E』
(
t
)
岳
嘆
イ
ダ
、
芹
l
(
ト
)
E
l
e
L
E
E
↓
弓
(
・
)
片
山
行
ツ
夕
、

$
 

5
0門
(
叶

)TEa-同T
E
E
-
)
片
山
持
ツ
夕
、
写
(
叶
)
E
↓
片
F
E
T
E
-
)
片
山

切
ツ
夕
、
安
宅
(
叶
ま
ム
モ
4
5
z
i
↓(
t
)
E
云
ツ
タ
(
三
山
伺
参
)
。
以
上
の
変

形
は
尾
助
辞
を
語
幹
に
融
接
さ
せ
、
語
幹
と
語
尾
の
境
界
を
摩
擦
音

s
を
持
つ

国語動詞の活用(語形変化)

語
幹
以
外
で
消
し
去
り
、
外
容
的
に
も
一
体
化
し
た
語
を
つ
く
り
だ
し
ま
す
。

境
界
が
消
失
し
て
い
る
場
合
、

T
-
N
・J
を
便
宜
的
に
語
幹
内
に
入
れ
、
そ
の

後
に
h

か
っ
こ
で
く
く
っ
た
)
境
目
の
し
る
し
(
)
を
書
き
入
れ
ま
す
(
前
掲
例

参)。

内
容
と
外
容
の
対
応
の
仕
組

動
調
の
か
た
ち
に
は
文
論
的
か
た
ち
と
語
論
的
か
た
ち
が
区
別
さ
れ
ま
す
。

文
論
的
か
た
ち
(
構
文
論
的
形
態
)
と
は
動
詞
が
文
中
で
そ
の
構
文
上
の
要
請

に
応
え
て
と
る
か
た
ち
で
あ
り
、
連
な
る
も
の
に
よ
り
、
終
止
形
・
連
体
形
・

連
用
形
・
不
定
形
に
分
か
た
れ
ま
す
。
丈
論
的
か
た
ち
は
外
容
か
ら
見
れ
ば
全

円

t
円ノ
U

咽
Eム

て
語
尾
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
語
尾
助
辞
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
る
動
調
の
語
形
で
す
。
語
論
的
か
た
ち
と
は
文
中
で
用
い
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
離
れ
、

一
つ
の
口
問
詞
と
し
て
の
動
詞
が
本
来
持
っ
か
た
ち
を
い
い
ま

す
。
態
・
担
い
手
待
遇
・
聞
き
手
待
遇
・
筋
立
て
(
否
定
・
肯
定
)
は
語
論
的

か
た
ち
で
す
。

こ
れ
ら
は
外
容
か
ら
見
る
と
全
て
語
幹
の
拡
大
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。
語
論
的
か
た
ち
は
語
幹
助
辞
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
動
詞
の

か
た
ち
で
す
。

I 

文
論
的
か
た
ち
|
宙
開
尾
助
辞
に
よ
る
か
た
ち
の
形
成

終
止
形
は
文
末
ポ
l
ズ
に
、
連
体
形
は
体
言
に
、
連
用
形
は
用
言
に
連
ら
な

る
こ
と
を
基
本
的
機
能
と
し
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
、
不
定
形
(
例

書
キ
)
は
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連
な
る
か
た
ち
を
特
定
し
ま
せ
ん
(
第
1
表
参
)

連
用
形
は
事
柄
〔
城
田

b
l
l
頁〕

な
い
の
に
対
し
、
終
止
形
は
事
柄
の
み
な
ら
ず
、
話
に
も
事
柄
の
担
い
手
に
も

間
終
止
形

一
項
目
に
し
か
か
か
わ
れ

か
か
わ
り
得
ま
す
。
そ
の
文
法
上
の
表
現
が
伝
違
法
と
呼
掛
け
法
の
存
在
で
す
。

前
者
は
事
柄
を
話
に
関
係
づ
け
て
一
不
し
、
後
者
は
事
柄
と
そ
の
担
い
手
を
話
の

担
い
手
に
関
係
づ
け
て
一
不
し
ま
す
。

伝
違
法
は
い
い
き
り
法
(
叙
述
法
)

立
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
推
量
法
と
は
事
柄
が
話
し
手
の
推
量
の
中
に
あ

付
伝
違
法

推
量
法
・
伝
聞
法
の
対

る
こ
と
、
伝
聞
法
は
事
柄
が
他
の
話
し
手
に
よ
っ
て
す
で
に
語
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
し
、

い
い
き
り
法
(
叙
述
法
)
は
事
柄
を
話
し
手
の
立
場
に
特

に
関
連
づ
け
ず
に
示
し
ま
す
。
こ
の
三
者
は
内
部
に
時
制
の
対
立
を
持
ち
ま
す
。

い
い
き
り
法
は
い
い
き
り
形
(
叙
述
形
)
、
推
量
法
は
推
量
形
、
伝
聞
法
は
伝
聞

形
に
よ
っ
て
示
さ
れ
ま
す
。

注
8

語
幹
に
尾
助
辞

u
-
U
を
付
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。
前
者
は
現
在
形
、
後
者
は
過
去
形
を
つ
く
り
ま
す
一

E
E
h
)己
↓
E
片l
己
書
ク
、
片
品
l

(

ト

)E↓
E
E
E↓
E
』
(
)
門
白
書
イ
タ
。

$
 

g
σ
0
・
(
悼
)
己
↓
E
Z
I
E
タ
ベ
レ
、

E
Z・(ト
)El↓
E
Z
Z
タ
ベ
タ

(
U
に
対
応

j

$

 

す
る
否
定
尾
助
辞

mmに
つ
い
て
は
民
∞
頁
参
)
。

ω推
量
形
接
尾
助
辞

E
S
H
N
を
尾
助
辞

u
・
凶
を
介
し
て
語
幹
に
付
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。

u
を
持
っ
か
た
ち
は
推
量
形
現
在
、
同
を

持
っ
か
た
ち
は
推
量
形
過
去
と
な
り
ま
す
一

EWI(市
)
ロ

-
E
S同N・I-
矢
島
『
ロ
・

旨
o見
書
ク
ダ
ロ
ウ
、

E
F
(
l肘
)
片
山
・
[
岳
]
円
。
児
↓
互
(
・

)E
・
[
合

]52イ
タ

ωい
い
き
り
形
(
叙
述
形
)

[
ダ
]

ロ
ウ
。
推
量
形
過
去
に
お
い
て
接
尾
助
辞

E
S
H
N
の
頭
の
音
節
は
脱
落

(φ
と
交
替
)
し
得
、
表
示
の
よ
う
自
由
出
没
要
素
と
な
り
ま
す
。
そ
の
出
没
は

少
く
と
も
文
体
を
区
別
し
、
白
が
な
い
か
た
ち
は
口
語
的
・
俗
語
的
で
す
。
接

尾
助
辞
(
同
月

OHN
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
推
量
形
現
在
(
例

〔目。}仏門戸
H

・(目白円。悶

デ
キ
ル
ダ
ロ
ウ
)
に
対
し
、
尾
助
辞

d
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
か
た
ち

(門壮一在。』

OHN
デ
キ
ヨ
ウ
)
が
文
体
上
の
競
合
形
と
し
て
存
在
し
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
か
た
ち
の
使
用
は
現
在
著
し
く
狭
め
ら
れ
て
い
ま
す
〔
城
田

a
1
4頁

参〕。

(
否
定
推
量
形
に
関
し
て
は
第
2
表
※

3
参

接
尾
助
辞
印

O
F討
を
尾
助
辞

u
-
U
を
介
し
て
語
幹
に
付
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。

u
を
持
つ
か
た
ち
は
伝
聞
形
現
在
、
回
を

持
っ
か
た
ち
は
伝
聞
形
過
去
と
な
り
ま
す
一

EW1(巾
)
C
・8
2
ω
↓

E
片
c
・

印
OHNE書
ク
ソ
ウ
ダ
、
}
内
怪
人
ト
)
片
山
・

8
月
岳
↓
E
』
()E-mOHNE
書
イ
タ
ソ
ウ

$
 

ω伝
聞
形

128 -

ダ
註
記
伝
達
法
の
終
止
形
は
文
末
ポ
l
ズ
の
み
な
ら
ず
、
シ
・
ガ
・
ケ
レ
ド
モ
・
カ

ラ
・
(
ノ
)
デ
・
(
ノ
)
ニ
等
複
文
を
つ
く
る
接
続
助
詞
に
も
連
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す。同
呼
掛
け
法

呼
掛
け
法
は
話
の
担
い
手
に
呼
掛
け
、
事
柄
の
担
い
手
と

致
を
課
す
辞
的
な
文
法
意
味
で
す
。
呼
掛
け
法
は
動
詞
に
お
い
て
二
つ
の
担
い

手
の
一
致
を
課
さ
な
い
伝
達
法
と
対
立
し
、
法
の
一
大
体
系
を
築
き
ま
す
。
呼

掛
け
法
は
命
令
法
・
意
志
法
・
勧
誘
法
の
対
立
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
命

令
法
は
聞
き
手
に
、
意
志
法
は
話
し
手
に
、
勧
誘
法
は
語
ら
い
手
に
呼
掛
け
、

そ
れ
ぞ
れ
事
柄
の
担
い
手
に
一
致
す
る
よ
う
課
し
ま
す
。
命
令
法
は
命
令
形
、

意
志
法
は
意
志
形
、
勧
誘
法
は
勧
誘
形
に
よ
っ
て
示
さ
れ
ま
す
。
呼
掛
け
法
で



は
そ
の
意
味
の
整
い
に
対
し
、

か
た
ち
は
や
や
不
釣
合
に
対
応
し
ま
す
。

ω命
令
形

幹
に
尾
助
辞

e
一0
(

円
以
測
)
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
い

E
W
(除
)
防
↓
w島
ゐ
書
ケ
、

gzt(除
)h↓
E
Z
A
O
タ
ベ
ロ
(
母
音
語
幹
動
詞

円。

の
l
」

0

に
よ
る
命
令
形
に
つ
い
て
は
巴
雲
貝
参
)
。

命
令
形
は
肯
定
形
と
否
定
形
に
分
か
た
れ
ま
す
。
肯
定
形
は
語

城田

註
記
イ
ラ
ッ
シ
ヤ
ル
・
下
サ
ル
・
オ
ッ
シ
ャ
ル
等
の
敬
譲
の
動
詞
及
び
聞
き
手
敬
譲

動
詞

(Ha頁
)
ま
た
来
ル
等
わ
ず
か
な
動
詞
で
は
、
品
川
に
対
し
(
」
除
)
』
(
子
音

助
辞
)
と
い
う
競
合
形
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
も
し
子
音
語
幹
が

r
で
終
る
な
ら

r
を
ゼ
ロ
に
か
え
、
(
母
音
語
幹
な
ら
何
ら
の
変
形
を
加
え
ず
)
、

J
を
付
加
す
る
と
い

う
も
の
で
す

E
E
E
4
ζ
L
E
E
-
3
7
2
2
4
)
』↓

H
H
白
吋
印
噌
白
」
イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
。
敬
譲
の
動
詞
で
は
規
則
的
か
た
ち
守
口
仏
日
町
四
)
は
古
め
か
し

く
、
な
い
し
は
、
方
言
的
印
象
を
伴
う
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
が
正
則
的
で
す
。
来
ル
に
お

い
て
は
こ
の
助
辞
の
独
占
領
域
と
な
り
ま
す
(
H

勾
頁
参
)
。
ク
レ
ル
で
は
規
則
的
か
た

ち

(
E
5
5
)
は
俗
語
的
・
方
言
的
印
象
を
醸
し
、
普
通
の
文
体
に
属
す
る
か
た
ち
は

「
現
代
日
本
人
の
意
識
に
即
」
〔
{
呂
田

l
u頁
〕
し
て
云
、
え
は
、

r
R
と
い
う
子
音
語
幹

か
ら
つ
く
ら
れ
ま
す
百
(
市
)
山

J
E
5
ク
レ
。
で
す
か
ら
こ
の
動
詞
は

E
B
と

昨
巴
円
と
い
う
こ
つ
の
語
幹
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
い
き
り
形
過
去
、
使
い
よ
う
に

よ
っ
て
は
い
い
き
り
形
現
在
も
命
令
を
示
し
得
ま
す
一
(
サ
ア
)
書
イ
タ
。
(
サ
ア
)
書

ク。

国語動詞の活用(語形変化)

否
定
形
は
語
幹
に
尾
助
辞

E
g
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま

す
一

E
F
4
)己
E
↓

E
E
E
書
ク
ナ
、

E
Z
(ガ
己
ロ
ω
土
ω宮
山
口

E
タ
ベ
ル

ナ

意
志
形
も
肯
定
形
と
否
定
形
に
分
か
た
れ
ま
す
。
肯
定
形
は
語

幹

に

尾

助

辞

保

を

付

加

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

つ

く

ら

れ

ま

す

一

E'(哨
)
0
7
E
E見
書
コ
ウ
、

E
F
(叩
)
o
m↓

E
Z
-
E
タ
ベ
ヨ
ウ
。
尾
助

ω意
志
形

辞

e
一o
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
か
た
ち
も
話
し
手
に
呼
掛
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
か
た
ち
は

d
に
よ
る
か
た
ち
と
対
立
し
、
話
し
手
の
な
げ
や
り
な
意

志
を
示
し
ま
す
。
否
定
形
は
日
と
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま

す

一

互

-
A
)
Eと
↓

E
F
5と
書
ク
マ
イ
、

EZ!(伴
)Eと
↓

E
Z
1
2
7

ベ
マ
イ
。ω勧
誘
形

語
幹
に
尾
助
辞

d
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま

す
。
勧
誘
形
は
否
定
形
を
持
ち
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ
う
に
、

e
一o
に
よ
る
か
た
ち
は
聞
き
手
に
も
話
し
手
に
も
呼
掛
け
る

こ
と
が
で
き
、

d
に
よ
る
か
た
ち
は
語
ら
い
手
に
も
話
し
手
に
も
呼
掛
け
る
こ

二
つ
の
か
た
ち
の
意
味
は
呼
掛
け
る
相
手
に
よ
っ
て
分
化
し
、
話

と
が
で
き
、

し
手
に
呼
掛
け
る
場
合
の
か
た
ち
の
重
複
は
な
げ
や
り
な
意
志
・
な
げ
や
り
で

-129一

な
い
意
志
の
表
出
・
非
表
出
と
い
う
や
や
文
体
的
な
対
立
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
ク
ツ
チ
ャ
エ
、

ク
ツ
チ
ャ
エ
と
い
う
よ
う
な
い
い
方
に
つ
い
て
は
〔
梅
原

-
E
m頁
〕
参
。

日
連
体
形

形
容
詞
の
終
止
形
と
同
様
、
動
詞
の
連
体
形
は
伝
違
法
し
か
持

ち
ま
せ
ん
(
こ
れ
は
動
調
連
体
形
と
形
容
詞
と
の
類
似
の
一
表
現
で
す
)
。
こ
の

連
体
形
は
い
い
き
り
法
と
推
量
法
の
対
立
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
伝
聞
法
が
な

く
、
そ
の
点
終
止
形
と
こ
と
な
り
ま
す
。
連
体
形
の
い
い
き
り
形
・
推
量
形

は
終
止
形
と
全
く
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
一
片
山
町
己
書
ク
人
、

EKl)E
書
イ
タ
人
。

o
w
R己
・
岳
『

OHN
オ
コ
ル
ダ
ロ
ウ
悲
劇
〔
奥
津
田
頁
〕
、

owo、叶
(t)E-EBHN
オ
コ
ッ
タ
ダ
ロ
ウ
悲
劇
。

い
い
き
り
形
・
推
量
形
の
終
止

形
と
連
体
形
は
一
つ
の
か
た
ち
の
二
つ
の
用
法
な
の
か
、
二
つ
の
か
た
ち
の
外
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容
の
一
致
な
の
か
議
論
の
あ
る
所
で
す
。
連
体
形
に
お
け
る

u
と
同
の
対
立
は

時
制
の
対
立
に
具
体
化
さ
れ
る
と
は
保
証
さ
れ
ず
、
よ
く
順
序
〔
城
田
b
|
9

頁
〕
の
対
立
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

師
連
用
形

連
用
形
は
そ
れ
自
身
が
示
す
事
柄
a
が
、
そ
れ
に
連
な
る
用
言
の

示
す
事
柄
b
に
、
な
ん
ら
か
の
関
連
が
あ
る
も
の
と
し
て
提
示
し
ま
す
。
か
か
わ

る
の
は
事
柄
一
項
目
で
、
法
的
意
味
は
担
う
こ
と
は
で
き
ず
、
連
な
る
用
言
の

終
止
形
の
そ
れ
に
一
致
す
る
の
が
原
則
で
す
。

連
用
形
に
は
接
続
形
・
同
時
形
・
例
示
形
・
条
件
形
が
あ
り
ま
す
。
条
件
形

は
事
柄
a
が
事
柄
b
の
実
現
に
な
ん
ら
か
の
条
件
と
な
る
こ
と
を
一
不
し
、
そ
の

他
の
か
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
意
味
を
特
に
持
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
う
ち
例
示
形
は

事
柄
を
例
と
し
て
示
し
、
同
時
形
・
接
続
形
は
そ
の
よ
う
な
意
味
を
示
し
ま
せ

ん

こ
の
う
ち
同
時
形
は
事
柄
b
と
同
時
に
お
こ
る
事
柄
a
を
示
し
、
接
続
形

は
そ
の
よ
う
な
意
味
を
示
し
ま
せ
ん
。
接
続
形
は
条
件
も
例
も
同
時
性
も
示
さ

ず
、
連
用
形
中
最
も
消
極
的
内
容
を
持
ち
ま
す
。
そ
の
用
法
の
多
様
さ
(
多
義
)

は
こ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
の
み
規
定
で
き
る
内
容
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
ま
す
。

ハ
門
接
続
形
語
幹
に
尾
助
辞
ほ
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま

す

L
島
(
ト
)
円
。
↓

E
』
(
)
円
。
書
イ
テ
、

E
Z
(ト
)
芯
↓
E
Z
'
Z
タ
ベ
テ
。
接
続
形

du 

は
事
柄
a
の
存
在
を
「
確
か
め
」
〔
山
田
a
ω
田
頁
、
b
l
口
∞
頁
〕
、
そ
れ
を

事
柄
b
に
対
し
完
了
し
た
も
の
と
し
て
示
す
〔
松
下
|
切
包
頁
〕
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
か
た
ち
自
身
に
確
認
と
か
完
了
の
意
味
の
表
示
が
あ
る
と
迄
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
接
続
形
の
意
味
は
よ
く
①
並
立
、
②
継
起
、
③
原
因
、
④
連
用
修
飾
〔
松

村
ー
均
三
具
、
鈴
木
|
ω
ω
H
百
九
〕
、
⑤
条
件
と
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
意
味

は
接
続
形
が
前
述
の
よ
う
な
消
極
的
内
容
を
持
つ
連
用
形
で
あ
る
こ
と
の
上
に

た
っ
て
、
語
葉
的
意
味
の
脈
絡
の
中
で
醸
成
さ
れ
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
一

右
手
ヲ
ア
ゲ
テ
、
左
手
ヲ
オ
ロ
シ
ナ
サ
イ
①
。
太
郎
ハ
木
ニ
ノ
ボ
ツ
テ
、
柿
ヲ

ト
ッ
タ
②
。
新
聞
ヲ
読
ン
デ
、
世
論
ノ
動
向
ヲ
知
ル
③
。
選
手
達
ハ
胸
ヲ
張
ツ

テ
行
進
シ
タ
④
。
云
ッ
テ
悪
イ
カ
⑤
。
②
の
意
味
は
格
助
詞
カ
ラ
に
よ
っ
て
強

こ
の
特
定
化
さ
れ
る
継
起
と
い
う
意
味
は
同
時
と
い
う

化
・
特
定
さ
れ
ま
す
。

強
い
意
味
を
持
つ
同
時
形
(
後
述
)
に
、
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
意
味
を
持

つ
接
続
形
が
対
立
し
、
そ
こ
で
意
味
の
特
定
化
の
要
求
が
お
こ
る
時
、

そ
れ
に

応
え
る
表
現
と
し
て
あ
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
一
ラ
ジ
オ
ヲ
聞
キ
ナ
ガ
ラ
、

新
聞
ヲ
読
ム
。
ラ
ジ
オ
ヲ
聞
イ
テ
、
新
聞
ヲ
読
ム
。
ラ
ジ
オ
ヲ
聞
イ
テ
カ
ラ
、

新
聞
ヲ
読
ム
。
⑤
の
意
味
は
助
詞
ハ
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
得
ま
す
一
云
ッ
テ
ハ
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悪
イ
カ
。
ま
た
ハ
を
伴
っ
た
か
た
ち
は
繰
返
し
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
示
す
構
文

の
中
で
用
い
ら
れ
ま
す
一
町
へ
出
テ
ハ

映
画
ヲ
見
タ
。

語
幹
に
尾
助
辞

E
m
ω
E
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
ま
す
一

E14)Emg↓
E
5
8
5書
キ
ナ
ガ
ラ
、

zz'G)

s
m
ω
E↓
E
Z・5
m白
日
夕
べ
ナ
ガ
ラ
。
こ
れ
に
は
文
体
上
の
競
合
形
と
し
て

(叶

)ggに
よ
っ
て
つ
く
必
れ
る
か
た
ち
が
あ
り
ま
す
一
耳

(JY55↓

E
w
-
-
Z
E
E
書
キ
ツ
ツ
、

EZl(ト
)Z巳
告
↓

E
Z
1
2
E
E
タ
ベ
ツ
ツ
。
同
時

$
 

形
が
示
す
事
柄
a
と
事
柄
b
に
対
す
る
同
時
性
は
文
法
意
味
順
序
に
か
か
わ
り

同
同
時
形

ま
す
。
(
H
N
G
頁
註
記
参
)
。

語
幹
に
尾
助
辞

E
ユ
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

ま
す
一
区

-
d門包
J
E
(
)百
長
イ
タ
リ
、

g
z
d
z
H
I
E
Z
Eタ

国
例
示
形

ベ
タ
リ
。



例
示
形
は
事
柄
を
例
と
し
て
示
し
ま
す
。
普
通

ス
ル
を
伴
い
、

詞
を
並
べ
た
て
て
用
い
ら
れ
ま
す
一
ハ
イ
ツ
タ
リ
デ
タ
リ
ス
ル
。

踊
ッ
タ
リ
シ
タ
。

複
数
の
動

歌
ッ
タ
リ

こ
の
か
た
ち
か
ら
よ
く
慣
用
句
的
な
も
の
が
生
れ
ま
す

願
ッ
タ
リ
カ
ナ
ッ
タ
リ
。

四
条
件
形

条
件
形
に
は
逆
接
形
と
順
接
形
と
が
あ
り
ま
す
。
逆
接
形
は
事

柄
b
の
実
現
に
さ
し
き
わ
ら
な
以
事
柄

a
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て

b
の
実
現
を

強
調
し
ま
す
。
順
接
形
は
、
普
通
、
事
柄
b
の
実
現
の
条
件
と
な
る
事
柄

a
を

示
し
ま
す
。
順
接
形
一
外
デ
遊
ブ
ト
、
丈
夫
ニ
ナ
ル
①
。
外
デ
制
刃
列
引
フ
、
気

分
ガ
ス
ッ
キ
リ
ン
タ
②
。
外
デ
遊
べ
パ
、
丈
夫
ニ
ナ
ル
③
。
外
デ
劃
引
利
引
、

帽
子
ヲ
カ
ブ
レ
④
。
外
デ
遊
ン
ダ
ナ
ラ
、
手
ヲ
洗
エ
⑤
。
逆
接
形
一
外
デ
捌
引

デ
モ
、
カ
ゼ
ヲ
ヒ
カ
ナ
イ
⑥
。
外
デ
裸
デ
劃
利
引
川
[
モ
]
、
カ
ゼ
ヲ
ヒ
カ
ナ
イ

体
ダ
⑦
。

順
接
形
に
は
事
柄
b
に
対
し
事
柄

a
を
仮
設
し
て
(
仮
定
条
件
と
し
て
)
示

す
も
の
と
そ
の
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
意
味
を
持
た
ず
、
仮
定
条
件
と
し
て
も

ま
た
既
定
条
件
と
し
て
も
示
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
前
者
を

城田

仮
定
形
(
④
⑤
)
、
後
者
を
通
常
形
(
①
②
③
)
と
呼
び
ま
す
。
通
常
形
は
順
序

の
対
立
を
持
つ
順
序
形
(
以
前
形
・
非
以
前
形
)
と
順
序
の
対
立
を
持
た
な
い

無
順
序
形
と
が
あ
り
ま
す
。
以
前
形
(
②
)
は
事
柄

a
が
事
柄
b
の
以
前
に
存

在
す
る
こ
と
を
表
示
し
、
非
以
前
形
(
①
)
は
そ
の
よ
う
な
意
味
を
特
に
表
示

し
ま
せ
ん
。
無
順
序
形
(
③
)
も
事
柄

a
が
b
の
以
前
に
存
在
す
る
こ
と
を
一
亦

国語動詞の活用(語形変化)

す
と
い
う
強
い
意
味
を
持
た
ず
、
こ
の
点
、
非
以
前
形
に
近
い
と
い
え
ま
す
が

非
以
前
形
が
話
し
手
の
意
志
に
左
右
さ
れ
る
よ
う
な
事
柄
を
示
す
用
言
に
つ
ら

な
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
対
し
、
無
順
序
形
は
そ
の
よ
う
な
制
限
を
持
ち
ま

注
9

せ
ん
。逆
接
形
も
ま
た
仮
定
形
と
通
常
形
に
分
か
た
れ
ま
す
。
仮
定
形
(
⑦
)
は
事

柄

a
を
仮
設
し
て
示
し
、
通
常
形
(
⑥
)
は
仮
設
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
意
味

を
持
ち
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
⑥
の
よ
う
に
事
柄

a
が
仮
定
的
で
あ
る
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
、
兄
ハ
酒
ハ
飲
ン
デ
モ
、
タ
バ
コ
ハ
ス
ワ
ナ
イ
の
よ
う
に
事
柄
が
既

注
目

定
の
事
実
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
あ
り
ま
す
(
第
2
表
参
)
。

以
上
の
う
ち
順
接
通
常
無
順
序
形
(
③
)

の
み
が
尾
助
辞
だ
け
で
つ
く
ら
れ

る
一
次
的
文
法
形
態
と
し
て
存
在
し
、
他
は
接
尾
助
辞
に
よ
っ
て
か
た
ち
と
し

て
整
え
ら
れ
る
二
次
的
文
法
形
態
と
し
て
あ
り
ま
す
。

ω順
接
通
常
順
序
形
(
非
以
前
形
・
以
前
形
)
語
幹
に
接
尾
助
辞

g
¥
E
を

尾
助
辞

u
・
回
を
介
し
て
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

ームn
J
 

噌

E
4

母
音
尾
助
辞

u
に
つ
く
接
尾
助
辞
は
切
で
あ
り
、
子
音
尾
助
辞
回
に
つ
く
接
助

辞
は
悶
で
あ
り
、
無
声
蝶
子
音
と
鳴
子
音
に
よ
る
最
大
級
の
音
声
的
対
立
を
形

成
し
ま
す
。

u
を
(
従
っ
て
加
を
)
持
っ
か
た
ち
は
非
以
前
形
、
同
(
従
っ
て

日
を
)
持
っ
か
た
ち
は
以
前
形
と
な
り
ま
す
一
片
品
(
叩
)
己
・

5
↓

E
E・5
書

ク
ト
、

E
F
(叶
)
E
-
E↓
W
E
E
-
E
書
イ
タ
ラ
。

ω順
接
通
常
無
順
序
形

語
幹
に
尾
助
辞

σ宮
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
ま
す
一

E
互い件
)σ
冨
↓
EZσω
書
ケ
パ
、

E
Z
i
(巾
)
ゆ
冨
↓

円

Z
Z
5
5
タ
ベ
レ
パ
(
岳
山
に
対
応
す
る
否
定
尾
助
辞

5
5
に
つ
い
て
は
お
。

頁
参
)
。ω順
接
仮
定
形
(
非
以
前
形
・
以
前
形
)

語
幹
に
接
尾
助
辞

E
E
を
尾
助

辞

u
・
回
を
介
し
て
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。

u
を
持
っ
か
た

回
を
持
っ
か
た
ち
は
以
前
形
と
な
り
ま
す
一

Ewt(叩)己・

ち
は
非
以
前
形
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E
E↓
E
W己
-
E
E
書
ク
ナ
ラ
、

E
F
(ト
)g・
5
5↓
E
』
(
)
門
守
口
問
山
↓
書
イ

$
 

タ
ナ
ラ
。ω逆
接
形
(
通
常
形
・
仮
定
形
)

逆
接
形
の
う
ち
仮
定
形
は
語
幹
に
接
尾

助
辞
門
O

[

ヨO
]

を
尾
助
辞
Am
を
介
し
て
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま

す
一
区
(
叩
)
島

-Z
官
O
]
↓

区

-
o
E
C
[
B
O
}
書
コ
ウ
ト
モ
[
モ
]
、

E
Z
(叩
)
O
T
O
[
5
0
]
↓

E
E
C
河
合

[BO]
タ
ベ
ヨ
ウ
ト
モ
[
モ
]
。
通
常

形
は
語
幹
に
接
尾
助
辞

m
を
尾
助
辞
民
を
介
し
て
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
ま
す
一
区

-tz・5
0↓
E
2
5
・
2
書
イ
テ
モ
、

EF(叶
)Z
・

目
。
↓
E
Z
I
Z・
目
。
タ
ベ
テ
モ
。
こ
れ
ら
の
か
た
ち
に
於
て
、
仮
定
(
推
想
)
の

意
は
尾
助
辞
棋
が
示
し
、
そ
れ
に
対
立
す
る
句
は
必
然
的
に
非
推
想
の
意
を
担

わ
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
逆
接
条
件
の
意
は
接
尾
助
辞
門

O
[
B
C
]
¥
5
0
が
示
し
、

尾
助
辞
が
母
音
助
辞
で
あ
る
場
合
吉

[EC]一
、
子
音
助
辞
で
あ
る
場
合
目
。
が
選

択
さ
れ
、
や
は
り
こ
こ
で
も
、
無
声
喋
子
音
と
鳴
子
音
の
最
大
級
の
音
声
的
対

立
に
よ
っ
て
意
味
が
担
わ
れ
て
い
る
よ
う
観
察
さ
れ
ま
す
。

ω逆
接
強
意
形

逆
接
形
は
語
尾
の

t
の
前
に

E
斗
を
挿
入
す
る
こ
と
に

よ
り
強
意
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
く
強
意
さ
れ
る
と
接
尾
助
辞

E
O
は
自

由
出
没
要
素
と
な
り
ま
す
一

z
z
z・5
0
(
語
尾
の

t
の
前
に

E
↓
を
挿
入
)

タ
ベ
タ
ッ
テ
{
モ
]
。
た
だ
し
、
仮
定
形
で
は

E
H，
が

L
E
g
-
E
H
J
Z
・
[BO]

挿
入
さ
れ
る
と

t
の
後
の
母
音

o
は

e
に
か
え
ら
れ
ま
す
一

E
σ
2
o
p

円。

[50](
語
尾
の

t
の
前
に

E
↓
を
挿
入
)
↓
E
σ
2
0児
-
E↓・
5
[
E
C
]

ベ
ヨ
ウ
タ
ッ
テ
[
モ
]
。
逆
接
強
意
形
は
普
通
の
逆
接
形
の
文
体
上
の
競
合
形
と

し
て
働
き
、
「
や
や
俗
語
的
で
あ
っ
て
、
文
章
の
な
か
で
は
あ
ま
り
も
ち
い
ら
れ
」

ま
せ
ん
〔
鈴
木
|
ω
色
頁
〕
。

註
記
こ
の
よ
う
な
挿
入
さ
れ
る
助
辞
を
挿
入
助
辞
と
呼
ぴ
ま
す
。
か
く
し
て
、
語
尾

助
辞
に
は
尾
助
辞
・
接
尾
助
辞
・
挿
入
助
辞
の
三
種
類
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

語
幹
に
φ
尾
助
辞
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま

す。

φ
尾
助
辞
は
子
音
助
辞
で
あ
り
、
結
合
要
素
は
(
叶
)
で
す
一

E
4
5

注

日

ー

↓

Ew--
書
キ
、

zze(叶
)
怠
↓

Z
Z
タ
ベ
〔
(
l
r
)
も
に
対
応
す
る
否
定
尾
助
辞

宅

A
U

(
仲
)
宮
に
つ
い
て
は

5
0頁
参
〕
。
以
上
の
よ
う
な
外
容
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ

う
、
不
定
形
は
語
幹
の
意
味
を
最
も
純
粋
に
保
つ
と
は
い
え
、
語
幹
の
語
形
化

(
音
声
化
)
と
も
い
え
る
も
の
で
、
語
幹
が
支
え
る
文
法
的
情
報
を
担
う
だ
け

で
、
積
極
的
な
文
法
上
の
情
報
を
そ
れ
自
身
で
は
有
し
ま
せ
ん
。
固
有
の
積
極

間
不
定
形

的
文
法
意
味
を
持
た
な
い
の
が
、
不
定
形
の
周
有
の
文
法
意
味
と
い
え
ま
し
ょ

ヮ“qa 
可
E
4

ぅ
。
ま
ず
、
不
定
形
は
事
柄
一
項
目
に
し
か
か
か
わ
れ
ず
、
連
用
形
と
共
に
法

と
い
う
文
法
意
味
を
持
ち
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
連
用
形
が
事
柄

a
と
b
の
何
ら

か
の
関
係
を
示
す
の
に
対
し
、
不
定
形
は
そ
れ
自
身
で
特
に
そ
の
よ
う
な
内
容

を
示
し
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
消
極
的
意
味
に
対
応
し
て
い
る
の
が
結
合
上
の

特
性
で
、
終
止
形
・
連
体
形
・
連
用
形
が
そ
れ
ぞ
れ
つ
ら
な
る
か
た
ち
を
積
極

的
に
指
定
す
る
の
に
対
し
、
不
定
形
は
連
な
る
か
た
ち
を
特
に
指
定
し
ま
せ
ん

(第
1
表)。

タ

不
定
形
は
主
に
俳
句
・
川
柳
と
い
う
特
殊
な
ジ
ャ
ン
ル
に
於
て
で
す
が
、
文

末
ポ

l
ズ
に
連
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
一
春
雨
ヤ
コ
タ
ツ
ノ
外
へ
足
ヲ
出
シ
。

こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
連
用
止
」
と
い
う
句
法
が
可
能
な
の
は
、
不
定
形
が

丈
論
的
か
た
ち
の
中
で
全
く
消
極
的
内
容
の
存
在
で
あ
り
、
特
定
さ
れ
た
構
文

上
の
意
味
あ
い
を
持
た
ず
、
よ
っ
て
ポ

l
ズ
に
も
ま
た
連
な
り
得
る
た
め
で
す
。
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終 止 青3連 体 青3連 用 形 不 定 売5

連らなる
文末ポーズ 体 言 用 言 積指 極的に

もの 定しない

事柄(と話達とにかかわる
伝法を持つ)

文
事柄とその担い かかわらない 事柄一項目にかかわる(法を持

法
手と話の担ぃ号 (呼掛け法を たない)

にかかわりf号る 持たない)

(日乎掛~t法を持つ)
意

事柄aとbとの 事柄aとbと

味
関係を示す(接 の関係を特に

続形・例示形・ 示きない

条件形を持つ)

国語動詞の活用(語形変化)

注
ロ

き
ま
す
が
、

こ
れ
も
そ
れ
が
最
も
薄
弱
な
(
そ
れ
ゆ
え
広
い
)
文
論
上
の
内
実

を
持
つ
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
る
こ
と
で
す
一
新
聞
ヲ
読
、
三
世
論
ノ
動
向
ヲ
知

こ
の
句
法
が
「
読
み
手
の
想

〔
日
本
国

像
に
ま
か
せ
る
」

語
大
辞
典
〕
所
が
大
な
る
の

も
一
つ
に
不
定
形
が
最
小
の

文
法
的
情
報
を
担
い
、
聞
き

手
(
読
み
手
)

の
視
野
を
あ

ま
り
限
定
し
な
い
か
た
ち
で

文論的かたち

あ
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
と

ぃ
、
え
宇
品
1
v
よ、っ。

も
し

用
言
に
連
な
る
こ
と
を
積
極

第 1表

的
に
示
す
連
用
形
の
一
つ
で

あ
る
接
続
形
が
こ
の
よ
う
に

用
い
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
必

ず
省
略
と
か
倒
置
と
か
の
印

象
が
醸
き
れ
る
で
し
ょ
う
。

不
定
形
は
構
文
の
力
に
よ

り
他
の
用
言
に
並
列
的
に
結

び
つ
け
ら
れ
て
、
接
続
形
の

文
体
上
の
競
合
形
と
し
て
働

'νo 
，，r
 不
定
形
は
ハ
・
モ
・
サ
エ
等
の
と
り
た
て
の
助
詞
を
介
し
て
抽
象
的
語
義
を

有
す
る
動
詞
ス
ル
に
結
び
つ
き
ま
す
一
書
キ
ハ
(
モ
/
サ
エ
)

ス
ル
。
ま
た
、

格
助
調
ニ
を
伴
っ
て
場
所
的
移
動
の
動
詞
と
結
び
つ
き
、
移
動
の
目
的
を
示
し

ま
す
一
御
飯
ヲ
タ
ベ
バ
ベ
帰
ル
。
こ
の
よ
う
な
体
言
に
近
い
よ
う
な
用
法
が
可
能

な
の
も
、
ま
た
、
た
や
す
く
名
詞
化
し
た
り
(
釣
ル
↓
釣
リ
)
、
造
語
要
素
に
転

化
し
た
り
(
釣
リ
落
ス
)
す
る
の
も
、
不
定
形
が
担
う
文
論
上
の
情
報
が
最
小

注
目

で
あ
る
こ
と
か
ら
お
こ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

II 

語
論
的
か
た
ち
|
語
幹
助
辞
に
よ
る
か
た
ち
の
形
成

文
法
意
味
態
・
担
い
手
待
遇
・
聞
き
手
待
遇
・
筋
立
て
は
語
幹
助
辞
に
よ
り

語
幹
が
修
飾
・
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
か
な

る
文
論
的
か
た
ち
に
お
い
て
も
原
則
的
に
保
存
さ
れ
る
、
動
調
が
本
来
保
有
す
る

文
法
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
を
示
す
か
た
ち
は
、
前
述
の
よ
う
、
語
論
的
か
た
ち

133 

と
呼
ば
れ
ま
す
。

態
と
は
事
柄
と
そ
の
担
い
手
と
の
関
係
を
示
す
詞
的
文
法
意
味
で

す
。
こ
れ
は
動
調
特
有
の
文
法
意
味
で
他
の
品
詞
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
用
言

(I) 
態

中
動
調
と
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
語
形
で
態
の
意
を
保
つ
も
の
と

答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
態
は
使
役
態
・
受
身
態
・
可
能
態
・
通
常
態

こ
れ
ら
態
の
意
味
は
〔
城
田
b
1
7

頁
〕
参
。
使
役
態
は
語
幹
に

8
0・
受
身
態
は
山
門
P
R
d
能
態
は

e
を
付
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
通
常
態
は
こ
れ
ら
助
辞
を
付
加
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
一
不
さ
れ

の
対
立
に
よ
っ
て
ま
ず
構
成
さ
れ
ま
す
。

ま
す
。
新
た
に
つ
く
ら
れ
た
態
の
か
た
ち
は
一
個
の
母
音
語
幹
動
詞
と
し
て
動
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詞
語
尾
を
と
っ
て
再
展
し
ま
す
。
使
役
態
・
受
身
態
・
可
能
態
・
通
常
態
を
示

す
動
詞
を
今
仮
に
使
役
態
動
調
、
受
身
態
動
詞
、
可
能
態
動
詞
、
通
常
態
動
調

と
呼
び
ま
す
一
使
役
態
動
調
E
W
+
(
h
v
B
↓
E
W
+
日
σ
書
カ
セ
糾
、

印

E
Z
+
(
巾
)
g
o
i
号
十
包
括
タ
ベ
サ
セ
例
。
受
身
態
動
詞
E
W
1
T
(
巾
)
印
円
。
↓

E
W
+
R
σ
書
カ
レ
例
、
E
Z
+
(
L
m
)
m
w『
σ
↓
E
Z
+
5
5
タ
ベ
ラ
レ
糾
。
可
能
態

f
t
y

円

動
調
E
W
十
(
|
悼
!
万
J
E
f
o
書
ケ
パ
げ
、
E
Z
+
(
l
|外
l
)
め
↓
E
Z
+
[
五

[

E

]

円

Q

[

E

]

円

・

お
タ
ベ
[
ラ
]
レ
例
。
こ
の
う
ち
可
能
態
動
調
を
つ
く
る
(
制
帥
叶
)
ゅ
の
結

合
要
素
の
[
円
釦
]
は
表
示
の
よ
う
に
自
由
出
没
要
素
で
、
E
を
省
略
す
る
か
た

ち
(
タ
ベ
レ
ル
)
は
少
く
と
も
口
語
的
で
あ
り
、
保
存
す
る
か
た
ち
(
タ
ベ
ラ

レ
ル
)
は
正
則
的
で
す
。
し
か
し
、
後
者
は
受
身
態
動
調
と
区
別
で
き
な
い
難

点
を
持
ち
ま
す
。
タ
ベ
レ
ル
の
タ
イ
プ
が
広
ま
り
出
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
語

幹
助
辞
が
結
合
要
素
を
他
の
助
辞
の
結
合
要
素
と
同
じ
く
(
巾
)
と
単
純
化
し
、

統
一
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
が
、
こ
れ
に
は
前
述
の
難
点

の
解
消
と
い
う
構
造
的
要
因
が
一
部
働
い
て
い
る
よ
う
思
わ
れ
ま
す
。

語
幹
助
辞
E
m
R
を
も
っ
動
詞
は
事
柄
が
担
い
手
の
希
望
の
中
に
あ
る
こ
と

を
示
し
、
事
柄
と
そ
の
担
い
手
と
い
う
二
項
目
に
か
か
わ
り
、
態
的
意
味
を
担

こ
れ
は
動
詞
と
し
て
再
展
し
、
使
役
態
・
受
身
態
・
可
能
態

の
動
詞
と
対
立
す
る
資
格
を
有
し
ま
す
。
こ
こ
に
願
望
態
と
い
う
も
う
一
つ
の

態
を
み
と
め
て
よ
き
そ
う
で
す
〔
城
田

b
1
8
頁
〕
一
E
+
(
叶
)
E
m
R
↓

片品
+
E
m
R
書
キ
タ
ガ
糾
、
E
Z
+
(
ト
)
E
m
R
↓
E
Z
+
E
m
ω
?
タ
ベ
タ
ガ
判
。

$
 

こ
れ
を
願
望
態
動
詞
と
呼
ん
で
お
き
ま
す
。
願
望
態
動
詞
は
形
容
詞
の
語
尾
を

う
と
い
え
ま
す
。

と
っ
て
再
展
す
る
願
望
態
形
容
詞
と
対
応
し
て
存
在
し
ま
す
。
願
望
態
形
容
調

は
語
幹
に
協
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
派
生
順
序
と
し
て
は
願

望
態
動
調
の
前
に
あ
り
ま
す
一
E
W
+
(
ト
)
E
↓
E
W
士
E
書
キ
タ

ω、
E
Z
+

$
 

(
叶
)
片
山
土
営
十
E
タ
ベ
タ
一
刷
。

四
担
い
手
待
遇
担
い
手
待
遇
と
は
事
柄
の
担
い
手
を
特
徴
づ
け
る
調
的
文

法
意
味
で
、
敬
譲
待
遇
と
通
常
待
遇
の
対
立
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
〔
城
回

b
l
m頁
〕
。
敬
譲
待
遇
は
語
幹
に
ω
お
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
待
遇

は
こ
の
助
辞
を
付
加
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
ま
す
。
新
た
に
つ
く
ら
れ

た
敬
譲
待
遇
の
か
た
ち
は
一
個
の
母
音
語
幹
動
調
と
し
て
再
展

L
ま
す
。
敬
譲

待
遇
を
示
す
動
調
を
今
仮
に
担
い
手
敬
譲
動
調
と
呼
び
ま
す
一
E
W
+
(
か
ω
5

↓
耳
+
白
日
書
カ
レ
(
ル
)
、
E
Z
+
(
巾
)
思
↓
E
Z
+
E
B
タ
ベ
ラ
レ
(
ル
)
。

担
い
手
敬
譲
動
詞
は
多
数
の
成
員
を
擁
す
る
が
っ
ち
り
と
し
た
体
系
の
中
に
組

入
ま
れ
て
い
る
受
身
態
動
調
に
外
形
が
一
致
し
、
そ
れ
ゆ
え
動
詞
の
か
た
ち
の

A
告
『
u

噌

Eム

中
で
や
や
浮
上
っ
た
存
在
で
す
。

制
聞
き
手
待
遇

聞
き
手
待
遇
と
は
聞
き
手
に
対
す
る
話
し
手
の
態
度
を
示

す
辞
的
文
法
意
味
で
、
担
い
手
待
遇
と
同
じ
く
敬
譲
待
遇
と
通
常
待
遇
の
対
立

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
〔
城
田
b

日
頁
〕
。
敬
譲
待
遇
は
語
幹
に
B
B
を
付

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
待
遇
は
こ
の
助
辞
を
付
加
し
な
い
こ
と
に
よ
り
示

さ
れ
ま
す
一
互
+
を
B
B
↓
区
-
十

5
8書
キ
マ
的
。
日
目
に
は
(
叶
)

B
g
R
と
い
う
古
め
か
し
い
印
象
を
伴
う
文
体
上
の
競
合
形
が
存
在
し
ま
す

が
、
そ
の
使
用
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
一
書
キ
マ
ス
ル
・
書
キ
マ
ス
、
書
キ
マ

注
比

ス
レ
パ
・
書
キ
マ
セ
パ
。
日
目
は
語
幹
部
の
終
末
に
あ
る
の
を
原
則
と
し
ま

す
一
E
}
内
十
日
。
+
E
5
+
目
白
書
カ
セ
ラ
レ
マ
的
。

こ
の
敬
譲
待
遇
を
示
す
動



詞
を
聞
き
手
敬
譲
動
調
と
呼
び
ま
す
。
聞
き
手
敬
譲
動
調
の
再
展
に
当
つ
て
は

次
の
語
形
に
関
し
コ
メ
ン
ト
が
必
要
で
す
。

ωい
い
き
り
形
現
在
の
否
定
形
目
白
は
前
述
の
よ
う
、
語
幹
部
の
終
末
に

位
置
す
る
の
を
原
則
と
し
、
そ
れ
に
否
定
を
示
す
語
幹
助
辞
聞
を
後
接
さ
せ
る

m
は
形
容
調
の
語
尾
を
と
り
ま
す
が
、
形
容
調

の
話
し
手
敬
譲
形
は
母
印
(
・
ロ
)
の
付
加
に
よ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
特
に
現

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た

在
形
に
お
い
て
あ
ま
り
熟
し
た
も
の
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
以
上
の
よ
う
な
理
由

が
重
な
つ
て
、
聞
き
手
敬
譲
動
調
の
い
い
き
り
形
現
在
は
語
尾
助
辞
(
仲
)
E
(
Z
)

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
結
合
母
音

a
は

e
に
か
え
ら
れ
ま

す
一
E
+
5
g
t
d
z
↓
E
E
R
g
-
o
Z
書
キ
マ
セ
ン
、
E
Z
+
B
5
1
(仰
)
Z

↓
E
Z
+
B
B
ー
σ
Z
タ
ベ
マ
セ
ン
。
こ
の
か
た
ち
は
連
辞
の
聞
き
手
敬
譲
の
か

た
ち
に
後
接
き
れ
得
ま
す
一
書
キ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
。

ω推
量
形
・
伝
聞
形

E
B
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
た
語
幹
に
敬
譲
の
接
尾

助
辞
(
同
g
u
O
H
N
・
8
H
g
o
g
を
尾
助
辞

u
・
匂
を
介
し
て
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
ま
す
一
w
m
w
+
-
B
g
'
c
・
巳
2
.
0
同
書
キ
マ
ス
デ
シ
ョ
ウ
、
片
山
町
十

城田

一
日
自
己
・
印
Q
H
N
仏
g
己
主
目
キ
マ
ス
ソ
ウ
デ
ス
、
片
品
+
-
B
g
t
-
E
・
♀
2
.
0
見
書
キ
マ
シ

タ
デ
シ
ョ
ウ
、
}
S
W
十
日
5
8
-
z
・
ω
O河
(
H
g
z
書
キ
マ
シ
タ
ソ
ウ
デ
ス
。
仏
g
u
O
H
N
・

国語動詞の活用(語形変化)

印OHd凶
0
2
を

u
・
胞
を
介
し
、
日
日
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
な
い
語
幹
に
付
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
敬
譲
の
意
を
示
す
推
量
形
・
伝
聞
形
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

普
通
使
わ
れ
る
の
は
こ
の
方
で
、
前
者
の
か
た
ち
は
よ
り
丁
寧
な
い
い
か
た
で

す

ω命
令
形

規
則
的
に
は
B
2
1
0
(
例
片
山
片
士
5
2
σ
書
キ
マ
セ
)
と
な
り
ま

す
が
、
こ
の
か
た
ち
は
前
掲
の
敬
譲
の
動
調
(
回
出
頁
)
を
例
外
と
し
て
普
通
あ

ま
り
用
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
か
わ
る
敬
譲
の
命
令
の
表
現
に
関
し
て
は
長

く
な
り
ま
す
の
で
こ
こ
で
は
省
略
し
ま
す
。

ω意
志
形
・
勧
誘
形
規
則
的
か
た
ち
が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、

d
の
付
加
に

注
目

あ
た
っ
て
、
語
幹
助
辞
末
の
子
音
を
口
蓋
化
す
る
つ
を
与
え
る
)
必
要
が
あ

も
¥
u

時
中
h

円。

り
ま
す
一
E
W
士
B
g
・
(
〕
)
O
H
N
J
E
W
十
5
g
-
O
H
N
書
キ
マ
シ

ョ
ウ
。

文
体
と
し
て
低
い
層
に
あ
る
逆
接
強
調
形
は
聞
き
手
敬
譲
動
詞

に
な
じ
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
接
続
形
(
片
品
ー
十
-
B
g
B芹
σ
)
の
用
法
は
通

ωそ
の
他

常
待
遇
動
調
の
そ
れ
に
「
比
べ
て
極
め
て
限
ら
れ
て
い
」
ま
す
(
富
田

l
m頁)。

(
叶
)
も
に
よ
る
不
定
形
の
存
在
は
疑
問
で
す
。

筋
立
て
と
は
事
柄
の
論
理
的
性
質
を
規
定
す
る
詞
的
文
法
意
味

F
h
d
 

q
J
 

司
上

冊
筋
立
て

で
す
。
筋
立
て
は
否
定
筋
立
て
・
肯
定
筋
立
て
の
対
立
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま

す
。
否
定
筋
立
て
は
事
柄
が
肯
定
と
し
て
は
筋
立
た
な
い
こ
と
を
示
し
、
肯
定

筋
立
て
は
そ
の
よ
う
な
強
い
意
味
を
持
ち
ま
せ
ん
。
否
定
筋
立
て
は
基
本
的
に

は
語
幹
に
聞
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
肯
定
筋
立
て
は
こ
の
助
辞
を
付
加
し

な
い
こ
と
に
よ
り
示
さ
れ
ま
す
。
あ
ら
た
に
つ
く
ら
れ
た
否
定
筋
立
て
の
か
た

ち
は
一
個
の
形
容
詞
と
し
て
再
展
し
ま
す
。
こ
の
否
定
筋
立
て
を
一
示
す
形
容
詞

を
否
定
形
容
詞
と
呼
び
ま
す
一
庁
長
十
(
い
)
E
l
央
評
ー
十
回
日
書
カ
ナ

ω、
E

Z

也
ひ

+
(
仲
)
ロ
ω
↓
E
Z
+
E
タ
ベ
ナ

ω。

用
言
の
体
系
に
お
い
て
否
定
筋
立
て
は
語
幹
助
辞

m
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
の

を
基
本
と
し
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
が
形
容
詞
形
成
語
幹
助
辞
で
あ
る
こ
と
に

よ
り
、
形
態
論
的
に
は
致
命
的
と
も
い
え
る
欠
陥
を
内
包
し
、
動
調
の
体
系
に
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あ
る
種
の
構
造
的
動
態
を
惹
起
し
ま
す
。
形
容
調
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
呼
掛

け
法
の
か
た
ち
を
持
た
な
い
こ
と
で
す
。

か
く
し
て
呼
掛
け
法
は
尾
助
辞
に

よ
っ
て
独
自
に
否
定
の
か
た
ち
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
(
例

}内
ω}内ロロ
my

}
色
内
己
目
印
』
)
が
、
そ
れ
は
語
幹
助
辞
に
よ
る
否
定
形
容
詞
で
覆
え
る
部
分
に
も

尾
助
辞
に
よ
る
否
定
の
か
た
ち
を
許
容
・
保
存
す
る
結
果
を
生
み
、
否
定
の
表

現
は
分
裂
し
、
競
合
す
る
部
分
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
一

ω否
定
形
容
調
の

E
W
+
告
白
'wz
書
カ
ナ
ク
)
と
い
う
か
た
ち
を
持
ち
ま

不
定
形
は
E
1
}
自
(
例

す
が
、
そ
れ
に
は
語
幹
に
尾
助
辞
巳
N
C
を
付
加
し
て
つ
く
る
か
た
ち
(
E
F

注
目
書
カ
ズ
)
が
競
合
し
ま
す
。

ω否
定
形
容
詞
の
順
接
通
常
無
順
序
形
は

E
ー片

2
0
E
(
E
W
+
自
ω
}
内
O
H
O
σ
白
書
カ
ナ
ケ
レ
パ
)
と
い
う
か
た
ち
を
持
ち
ま
す

が
、
そ
れ
に
は
語
幹
に
尾
助
辞
日
σ
ω
を
付
加
し
て
つ
く
る
か
た
ち
(
E片
I

B
o
g
書
カ
ネ
パ
)
が
競
合
し
ま
す
。

ω否
定
形
容
調
の
叙
述
形
現
在
は

E
ム
(
}
内
長
+
自
主
)
で
す
が
、
文
体
的
色
あ
い
が
濃
過
ぎ
て
使
用
は
極
度
に
お
さ

え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
語
幹
に
尾
助
辞
山
一
側
を
付
加
し
て
つ
く
る
か
た
ち

(
E
W
自
己
(Z)
書
カ
ヌ

ω)
が
そ
れ
に
競
合
し
ま
す
一
僕
ハ
書
カ
ナ
イ
ヨ
・
俺

ハ
書
カ
ヌ

ωゾ。
m
Nが
E
l
-
を
お
さ
え
て
使
用
さ
れ
る
の
は
聞
き
手
敬
譲
動

詞
に
於
て
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
構
造
上
の
要
因
と
共
に
既
に
述
べ
ま
し
た
。

ω

否
定
形
容
調
の
接
続
形
で
は
I
E
S
(
E
W
+
自
白
』
}
2
5
書
カ
ナ
ク
テ
)
と
I
E
O

(
E
W
+
ω
E
E
O
)
の
二
つ
の
尾
助
辞
が
競
合
、
補
充
し
合
い
ま
す
が
、

ωで
述
べ

た
己
目
に
よ
る
不
定
形
が
助
辞
巴
を
と
も
な
っ
た
り
し
て
需
品
包
E
W
E
-
内
』

包
N
Z
E
)
そ
の
競
合
・
補
充
に
参
加
し
ま
す
(
こ
の
三
つ
の
か
た
ち
の
競
合
・

補
充
の
様
子
の
記
述
は
紙
数
の
関
係
で
省
略
し
ま
す
)
。

こ
こ
で
ふ
れ
た
全
て
の
助
辞
を
表
示
し
、
ま
と
め
と
し
ま
す
(
第
2
表)。

尾 助 尾 助 語 幹

語辞 五副辞

助辞
接尾助辞 接尾助辞

問日朝問 結要 合素 I

叙現|肯定 i 接 続 *3 te 否定
言形成司辞助容牙長

a 品 na(ーi)r U 品

在|否定
a 議 1

:naga機ra l 
終伝 述 o nu 同 時 非5

品J 品
ta(-i) 

願望態
法 過 去

d; 
ta 

連
19U 刀t 形 品

tan 動
品
: tagar(-u) 

現|肯定 」止
剥艇2

以手F前 」止
トー一一一…

」止推 u 順 u to 態使役態 詞 : ase(ーru)
r 

daroR 通
r 

ト一一一一一一
s 

在|否定 品a 
調艇3

l i 達量 nu 条目頂 序 以前 ta ra 受身態 青5 are(-ru) 
(des'oR) 品 ト一一一一一一

r 

法過 去
l 
ta 用 無 肯定 A eba 可能態 成 T是正 e(ーru)¢ 

常 M貢
r 

伝 現|肯定
¢ u 序 否定 a 品 : neba 担い手待遇 助 」止 : are(-ru) 
r soRda 件

r 

止法 開在|否定
a ; nu 接仮 以非前 A U 聞き手待遇 苦革

品
: mas(.u) 

世
(soRdesu) 

r 
nara[baJ 

φ 
1 

法過 去 ta 
可3

定 以前
品
ta 

※ 1 nuはNIこ交替し得ます。

呼命令法

肯 定 」ι e 形逆 通 常
1 
te ※ 2 oRと競合する場合があります:

品
立10

r O dek'i-ru.daroRデキノレダロウ，
否 定 」止 ; una 接 仮 { 耳三 .!E- oR to[moJ dek'i-joRデキヨウ。r J 

控キ 意 肯|なげ 」立 !巴O 不 肯 定
品
o 

※3 maJと競合する場合があります.

やり r 
定

wakar-anu.daroRワカラヌダロウ，

け法 定|通常 .!E- oR 青3 否 { 疋 a 品 dzu w品目r-umaJワカ/レマイ o

※4 本稿では Eと日の別を持たない

形法 法 否 定 U 4 : maJ 標準語をとります。
第 2表助辞

勧誘法 .!E- oR 

cu 
qa --



I
 
I
 
I
 
寸
了
三
の
問
題
点

城田

山
来
ル
・
ス
ル

調
で
す
。
そ
の
母
音
は
主
に
接
合
さ
れ
る
助
辞
の
結
合
要
素
、

る
し
(
+
な
い
し
t
)
と
尾
助
辞
の
頭
の
母
音
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

付
来
ル

ω(時
)
の
場
合
、
母
音
は
1

一
W
(
苫
¥
O
Y
(
朴
)
E
↓
E
l
g
来
夕
、

}
内
(
同
¥
己
¥
O
)
e
(
ト
)
芯
↓
E
B
Z
来
テ
、
}
内
(
H
¥
己
¥
0
)
・
(
ト
)
汁
包
↓
E
E
ユ
来
タ
リ
、
片
(
』
¥

も

ロ
¥
O
)
・
(
仲
)
E
m
g
↓
E
・
5
m
m
E
来
ナ
ガ
ラ
、
三
¥
己
¥
O
)
』
(
十
)
念
ー
を
キ
一
付

金
口
¥
O
)
+
(
仲
)
S
(
ム
)
↓
在
+
E
(
ム
)
来
タ

ω、
片
(
日
¥
ロ
¥
O
)
+
(
仲
)
E
m
R
(
と
)
↓

E
+
E
哲
三
口
)
来
タ
ガ
川
刷
、
}
内
(
』
¥
ロ
¥
O
)
十
(
ト
)
5
2
(
と
)
↓
E
+
白
日
(
I
C
)
来
マ

自
民

的。

ωI(巾
)
の
場
合
、
母
音
は

u
一
片
(
同
¥
己
¥
O
)
(
叩
)
戸
↓
W
C
E
来
ル
、
片
(
日
¥

己
¥
O
)
t
(
巾
)
ロ
E
↓
E
-
E
E
来
ル
ナ
、
Z
E
¥
O
)
目
(
巾
)
岳
山
↓
E
・
5
g
来
レ
パ
。

刷
そ
の
他
〔
(
l
円
以
臥

)
d
(
h
p
)
d
(
恒
)
(
怜
)
(
h
p
y
(除
)d(汁
恥
i

什
)
〕
の
場
合
、

宅

-
d思
d

も

，

印

戸

山

」

円

出
品

母
音
は
o
t
p
¥
O
Y
(
何
回
同
)
』
↓
互
来
イ
、
ミ
ロ
¥
O
)
$
0
7
5
・

E

来
ヨ
ウ
、
z
p
¥
O
)
・
(
叫
)
2
7
5
5
と
来
マ
ィ
、
Z
E
¥
O
)
(
叫
)
Z
↓
E
I

Z
来
ン
、
z
p
¥
O
)
(
時
)
宮
|
井
o
a
E
来
ズ
、
z
p
¥
O
)
l
(
叫
)
弓
E
↓
W
0
・

5
g
来
ネ
パ
忌
(
』
¥
己
¥
O
)
+
(仲
)
E
(
ム
)
↓
}
8
+
E
(
肝
)
来
ナ
川
、
}
内
(
』
¥
己
¥
O
)
+

$
 

(
巾
)
包
括
(
吉
)
↓
宮
+
g
n
(
さ
)
来
サ
セ

ω、
W
(
H
¥
己
¥
O
)
+
(
巾
)
向
。
(
さ
)
↓
宮

十
日
円
。
(
E
)
来
ラ
レ

ω、
}
内
(
ル
¥
ロ
¥
O
)
+
(
汁
取
川
)
O
(
E
)
↓
片
O
I
[
E
]
円
。
(
門
戸
)
来

一円

ω
一
円

ラ
レ
川
o

U
ス
ル

ン

来
ル
・
ス
ル
は
母
音
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
母
音
語
幹
動

一
部
境
目
の
し

国語動詞の活用(語形変化)

ω・
(
叫
)
の
場
合
、
母
音
は
冊
一
印
(
ぬ
¥
己
¥
主
)
l
(
中
)
Z
↓
8
Z
セ

印(σ¥己¥泊三
)
1
(

中
)
仏
N
Z
↓
印
0
・
骨
ロ
セ
ズ
、
印
(
σ
¥
己
¥
泊
三
)
人
中
)
R
E
↓
8

5
E
セ
ネ
パ
。

ω・
5
C
i
d
-
(悼
)
σ
:
・
の
場
合
、
母
音
は
u

J

印(ゆ¥戸¥主)・

ト

同

(
哨
)
己
↓
2
・
E
ス
ル
、
印
(
⑦
¥
己
¥
主
)
S
(

巾
)
己
E
↓
E
E
E
ス
ル
ナ
、
印
(
σ
¥
己
¥

主
)
(
巾
)
σ
g
↓
2
5
5
ス
レ
パ
。
制
+
(
山
下
)
d
(
ゆ
)
の
場
合
、
母
音
は
私
一

印
(
σ
¥
己
¥
主
)
+
(
山
市
)
印
円
。
(
a
E
)
↓
1
3
(
E
)
サ
レ
例
、
印
(
σ
¥
巳
¥
主
)
+
(
ゆ
)

日
ゆ
(
・
E
)
↓
印
l
T
g
o
(
'
E
)
サ
レ

ω。
M
そ
の
他
〔
(
l降
)
J
(
h
y
t
(悼
)
d
h
y

(

)

念

(
ト
)
d
+
(
同
)
〕
の
場
合
、
母
音
ま
i
一
印
(
め
¥
己
¥
三
)
l
(
k
y
)
O
H
N
↓
印
工
O
H
N
シ
ョ

由
民

$

l

ゥ
、
印
(
σ
¥
戸
¥
主
)
8
(

吋
)
日
と
↓
段
目
と
ン
マ
ィ
、
印
(
ぬ
主
主
)
(
巾
)
O
↓
印

5

ン
ロ
、
印
(
σ
¥
.ミ
ミ
H
)
・
(
朴
)
E
↓
白
15
シ
夕
、
印
(
め
主
主
)
l
(
時
)
Z
↓
ン
テ
、
印

(
ゆ
¥
己
主
注
目
(
仲
)
g
E
↓
色
合
江
ン
タ
リ
、
印
(
ゆ
¥
ロ
¥
三
)
入
札
)
E
m
R
山
↓
包

E
m
ω
話
、
ン
ナ
ガ
ラ
、
印
(
ぬ
¥
ロ
¥
主
)
l
(
ト
)
怠
↓
段
、
ン
"
印
(
0
¥
ロ
¥
主
)
+
(
ト
)
片
山
(
I
H
)

念

↓
包
ー
十
E
(
I
F
)
シ
タ
的
、
印
(
ゆ
¥
己
¥
念
¥
肝
)
+
(
ト
)
百
恒
三
a
己
)
↓
位
l
T
S
恒
三
口
)
シ
タ

も

ガ

ω、
印
(
⑦
¥
戸
¥
主
)
+
(
仲

)
E印
(
と
)
↓
低
+
5
5
(
戸
)
ン
マ
同
、
印
(
ぬ
¥
戸
¥
主
)

+
(
叫
)
E
(
』
)
↓
包
+
E
A
l
』
)
ン
ナ
的
。

の
tqa 

可
』
ム

回
ヨ
ウ
例
・
ソ
ウ
例
・
ラ
シ
川
町
古
河
ヨ
ウ
例
〔
E
m
フ
ウ
例
-
E
E
ミ

タ
イ
例
〕
印
O
H
N
ソ
ウ
例
は
用
言
の
語
形
の
要
素
と
い
う
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
形
容
動

調
語
幹
と
同
じ
よ
う
、
連
辞
の
後
接
を
予
定
し
て
存
在
す
る
体
言
、
な
い
し
は
、

体
言
の
要
素
と
い
え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
古
河
は
普
通
の
体
言

と
全
く
同
じ
文
論
上
の
位
置
に
存
在
し
ま
す
一
泣
ク
人
ダ
。
泣
イ
タ
人
ダ
。
泣

ク
ヨ
ウ
ダ
。
泣
イ
タ
ヨ
ウ
ダ
。
こ
れ
が
普
通
の
体
言
や
形
容
動
詞
語
幹
と
こ
と

な
る
の
は
、
後
二
者
が
用
言
の
連
体
形
に
修
飾
さ
れ
る
こ
と
を
予
定
せ
ず
に
存

在
す
る
の
に
対
し
、
そ
れ
に
修
飾
さ
れ
る
こ
と
を
常
に
予
定
し
て
存
在
す
る
点

に
あ
り
ま
す
o
g
M
N
は
造
語
要
素
と
し
て
働
く
用
言
の
語
幹
(
子
音
語
幹
動
調
で

は
そ
の
音
声
化
形
日
不
定
形
)
に
後
接
し
て
複
合
的
体
言
を
つ
く
る
、

や
は
り
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造
語
要
素
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
体
言
と
同
じ
造
語
法
上
の
位
置
を
占
め
ま

す
一
泣
キ
虫
例
。
泣
キ
ソ
ウ
例
。
普
通
の
体
言
が
独
立
し
て
自
由
に
用
い
ら
れ

る
の
に
対
し
印
OHN
は
常
に
用
言
の
語
幹
に
後
接
し
て
複
合
的
体
言
(
形
容
動
詞

語
幹
)
を
つ
く
る
造
語
要
素
と
し
て
存
在
す
る
点
に
両
者
の
著
し
い
相
違
が
見

出
さ
れ
ま
す
。

『
凶
印
』
(
ム
)
ラ
シ

ωは
外
容
か
ら
見
て
ナ
仰
や
タ

ωと
同
じ
く
形
容
詞
の
語
幹

と
し
て
あ
り
ま
す
。
後
二
者
は
用
言
(
動
詞
)
の
語
幹
に
つ
ら
な
っ
て
存
在
す

る
の
に
対
し
、
前
者
は
用
言
の
連
体
形
に
修
飾
さ
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
存
在

し
ま
す
一
島
宇
)
ラ
シ
イ
。
島
ダ
ッ
タ
ラ
シ
イ
一
新
シ
イ
ラ
シ
イ
。
新
シ
カ
ツ

列
到
刈
引
一
也
-Mρ

引
川
川
引
。
也
行
引
い
引
川
川
引
。
た
し
か
に
、
推
量
形
・
伝
聞
形
を

つ
く
る
仏
R
O
H
F
印O
H
N
E
に
似
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
が
文
末
に
固
定
し
て
存
在

す
る
の
に
対
し
、

E
位
(

l

{

)

は
形
容
調
と
し
て
再
展
し
得
る
所
に
著
し
い
相
違
が

認

め

ら

れ

ま

す

一

泣

イ

タ

ソ

ウ

ダ

泣

イ

タ

ラ

シ

カ

ッ

タ

人

ハ

(
必
ず
文
末
)
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
を
用
言
の
連
体
形
に
修
飾
さ
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て

存
在
す
る
特
殊
な
形
容
詞
と
仮
に
考
、
え
て
お
く
こ
と
に
し
ま
す
。

動
調
の
か
た
ち
は
、
前
述
の
よ
う

ω語
幹
ブ

回
補
助
動
詞
・
接
合
動
詞

ラ
ス
語
尾
助
辞
、

ω語
幹
プ
ラ
ス
語
幹
助
辞
の
二
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
ま
す
。

ア
ス
ペ
ク
ト
・
や
り
も
ら
い

(
提
供
態
・
近
供
態
・
受
納
態
〔
宮

回
〕
)

-
こ
こ
ろ
み
(
実
験
態
・
提
示
態
〔
{
呂
田
〕
)
等
は
こ
の
二
つ
以
外
の
方

法
で
あ
る

ω接
続
形
プ
ラ
ス
補
助
動
詞
に
よ
っ
て
一
亦
さ
れ
ま
す
。
補
助
動
詞
は

抽
象
的
意
味
を
持
つ
と
は
い
え
、
全
く
独
立
し
得
な
い
語
幹
助
辞
と
こ
と
な
り
、

独
立
し
得
る
も
の
で
す
一
円

(eE)
イ
糾
・
白
目
白
(
戸
)
シ
マ
助
、

ω円
(
・
戸
)
ア
伸
、

B
O
E
(
己
)
モ
ラ
助
、
片
足
。
(
E
)
ク
レ
伸
、
日
目
(IE)
判
、
目
白
σ(tE)
ミ
セ
例
、
0片(
l

己)

オ
例
。ωの
手
段
に
よ
る
語
の
形
成
は
相
当
規
則
的
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
動
調
の
形

態
と
な
る
と
い
う
考
え
は
強
力
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
し
、
文

法
形
態
の
認
定
に
規
則
性
だ
け
を
た
て
に
と
れ
ば
、

ω語
幹

(
H
不
定
形
)
プ

:::印己
m
H
(
門
戸

H
Y
・

ラ
ス
接
合
動
詞
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
複
合
動
調
〔
例

}
戸
山
門

HNF50(IEY--::odE(IE)
〕
も
文
法
的
形
態
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
記
述
は
膨
大
に
な
る
恐
れ
が
で
ま
す
。

ωに
よ
る
語
の
形
成
は
い
か
に
規

則
的
な
も
の
で
あ
れ
、

ωω
と
外
容
上
か
け
離
れ
、
語
葉
的
手
段
に
よ
る
語
形

成
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

ωに
よ
る
も
の
は
文
法
的
形
態
と
語

葉
的
手
段
に
よ
る
語
の
形
成
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
あ
る
、

い
わ
ば
、
語
葉
・
文

。凸η3
 

寸
』
よ

法
的
手
段
に
よ
る
語
の
形
成
で
あ
り
、

ωの
よ
う
に
造
語
法
の
個
所
で
扱
わ
な

い
と
共
に
、

ωか
ら
も
は
っ
き
り
と
区
別
し
た
所
で
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
性

質
を
持
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

同
一
次
的
文
法
形
態
と
二
次
的
文
法
形
態

前
述
の
よ
う
に
(
回
目
頁

一
次
的
文
法
形
態
と
は
尾
助
辞
の
み
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
文
法
上
の
か
た
ち

で
あ
り
、
二
次
的
文
法
形
態
と
は
尾
助
辞
と
接
尾
助
辞
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る

文
法
上
の
か
た
ち
を
い
い
ま
す
。

呼
掛
け
法
の
か
た
ち
は
一
次
的
文
法
形
態
と
し
て
形
成
さ
れ
ま
す
。

次
的

文
法
形
態
と
し
て
形
成
さ
れ
て
そ
の
呼
掛
け
法
に
対
立
す
る
伝
違
法
の
か
た
ち

は
伝
聞
形
を
持
た
ず
、
叙
述
形
(
例

門
戸

O
E
E
デ
キ
ル
、
(
同
σ
E
E
デ
キ
タ
)

と
推
量
形
(
号
Et]O河
デ
キ
ヨ
ウ
)

の
対
立
も
不
完
全
で
す
(
な
ぜ
な
ら
推
量



形
過
去
が
あ
り
ま
せ
ん
)
。
接
尾
助
辞

E
5月・
8HN巳
ω
に
よ
る
二
次
的
文
法
形
態

は
そ
れ
を
み
ご
と
に
整
備
し
、
か
っ
、
ほ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
一
次
的
文
法

形
態
が
悩
む
多
義
(
推
量
形
・
意
志
形
・
勧
誘
形
の
外
容
が
一
致
し
て
し
ま
う

と
い
う
問
題
)
を
或
程
度
解
決
し
ま
す
。
門
U
B
H
Nを
持
つ
二
次
的
文
法
形
態
と
し

て
の
推
量
形
が
勢
力
を
増
大
さ
せ
、

d
に
よ
る
一
次
的
文
法
形
態
と
し
て
の
推

量
形
が
す
た
れ
る
構
造
上
の
原
因
の
一
つ
は
こ
こ
に
求
め
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
(
現

シ
ン
テ
テ
ィ
ッ
ク

代
国
語
で
は
、
尾
助
辞
の
み
に
よ
る
単
一
的
な
形
態
が
す
た
れ
、
尾
助
辞
・
接

ア
ナ
リ
テ
ィ
ッ
ク

尾
助
辞
に
よ
る
複
合
的
な
形
態
が
増
大
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
す
)
。

連
用
形
中
、
接
続
形
・
同
時
形
・
例
示
形
も
一
次
的
文
法
形
態
で
す
。
尾
助

辞

σg
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
そ
れ
ら
に
対
立
す
る
条
件
形
も
一
次
的
文
法

形
態
で
す
。

一
次
的
文
法
形
態
と
し
て
は
こ
れ
だ
け
で
成
立
つ
条
件
形
に
、
接

尾
助
辞
の
ロ
ωH，
m-E¥円
my

日。¥件。
[
5
0
]

は
新
た
に
、
二
次
的
文
法
形
態
の
か
た
ち

で
、
順
接
・
逆
接
と
通
常
・
仮
定
の
対
立
を
導
入
し
、
か
っ
、
順
接
通
常
形
に
以

前
・
非
以
前
の
対
立
を
入
れ
こ
み
、

σ
E
に
よ
る
か
た
ち
を
順
接
通
常
無
順
序

形
に
位
置
づ
け
て
、
条
件
の
表
現
を
重
層
化
し
、
整
備
し
ま
す
。

城田

以
上
の
よ
う
な
文
論
的
か
た
ち
で
み
と
め
ら
れ
る
一
次
的
文
法
形
態
と
二
次

的
文
法
形
態
の
区
別
を
語
論
的
か
た
ち
に
も
ち
き
た
ら
せ
ば
、
語
幹
助
辞
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
か
た
ち
は
語
論
上
の
一
次
的
文
法
形
態
で
あ
り
、
四
の

ω

と
し
て
述
べ
た
補
助
動
詞
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
複
合
動
調
は
語
論
上
の
二
次

的
文
法
形
態
と
い
え
ま
し
ょ
う
か
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
も
う
少
し
考
え
て

国語動詞の活用(語形変化)

み
た
く
思
い
ま
す
)
。

音
の
て
だ
て

伝
統
的
活
用
体
系
に
見
出
さ
れ
る
「
活
用
語
尾
」
を
「
形
態
音
素
論
」
的
に

観
察
す
る
こ
と
を
試
み
て
も
、
そ
こ
に
「
内
在
」
(
石
井

1
1頁
)
す
る
組
識
を

と
ら
え
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
よ
う
筆
者
に
は
思
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

伝
統
的
活
用
体
系
で
は
五
段
活
用
動
調
の
未
然
形
の

a
は
否
定
の
助
動
調
「
な

い
」
「
ぬ
」
と
共
に
受
身
の
助
動
詞
「
れ
る
/
ら
れ
る
」
、
使
役
の
助
動
詞
「
せ
る

/
さ
せ
る
」
に
結
合
す
る
た
め
動
詞
が
外
容
を
変
え
て
出
す
母
音
と
見
ら
れ
ま

す
が
、
な
ぜ
否
定
(
筋
立
て
)
や
態
に
か
か
わ
る
助
動
詞
が

a
を
と
り
、
他
の

助
動
調
は
と
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
否
定
と
態
に
は
何
か
内
的
な
関
連
が
あ

-139一

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
活
用
語
尾
全
体
は
無
秩
序
な
語
形
変
化
な
の

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
動
調
に
子
音
語
幹
と
母
音
語
幹
の
区
別
を
認
め
、
文

法
的
意
味
を
示
す
助
辞
と
の
聞
に
結
合
要
素
を
設
定
す
る
と
、
未
然
形
の

a
と

思
え
て
い
た
も
の
は
、
一
方
で
は
、

Et--ロロ
(Z)
・
己
目
・
ロ
ouω
と
い
う
、
呼
掛
け
法

以
外
の
否
定
の
意
味
を
共
通
に
持
つ
助
辞
が
子
音
語
幹
と
結
合
す
る
際
に
と
る

結
合
母
音
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
(
巾
)
8
2戸
・
(
叩
)
ω
5
2
と
い
う
語
幹
助
辞
の

頭
の
母
音
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
り
、
前
者
の

a
は
呼
掛
け
法
以
外
の

否
定
の
意
味
と
呼
応
す
る
機
能
を
持
つ
結
合
母
音
、
後
者
は
単
な
る
形
態
素
の

個
別
的
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

」
こ
に
筆
者
は
国
語
用
言
の
「
形

態
音
素
論
」

へ
の
陪
光
を
見
る
思
い
が
し
ま
す
。

(1) 
語
幹

動
調
の
語
幹
中
で
は
国
語
の
基
本
的
音
声
体
系
に
属
す
る
全
て
の
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音
素
の
存
在
が
原
則
的
に
可
能
で
す
。

そ
こ
に
は

i
の
前
以
外
で
も
口
蓋
化
子

〔
円
円
0
5
日
長
自
己
〕
チ
ョ
ロ
マ

音
が
あ
ら
わ
れ
得
ま
す

〔
け
一
〆
w
自
己
〕
茶
化
ス
、

カ
ス
、

〔一〆
σσ
門
戸
〕
喋
ル
、
〔
一
.
0
己
〕
シ
ョ
ウ
。
ま
た
、

p
の
存
在
も
可
能
で
す
一

注
凶

〔
七
山
H
m
岸
田
口
W
E
〕
バ
ラ
ッ
ク
。

註

記

〔

ザ

rvk〕
等
は
(
J
と
結
合
し
た
複
合
子
音
と
す
る
考
え
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
口
蓋
化
さ
れ
た
単
子
音
と
考
え
て
お
き
ま
す
。
子
音
の
右
肩
の
'
は
口
蓋

化
子
音
を
示
し
ま
す
。

し
か
し
、
語
幹
末
の
音
素
に
は
厳
然
た
る
制
限
が
も
う
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
音
語
幹
の
末
尾
に
あ
る
子
音
は
一
回
で
ふ
れ
た
通
り
、

b
-
m
-
s
・t
-
n
・

r
-
K
-
g
-
w
/
?
の
み
で
あ
り
、
母
音
語
幹
の
末
尾
に
あ
る
母
音
は
前
母
音

e
・i
の
み
で
す
(
来
ル
・
ス
ル
に
関
し
て
は
こ
町
山
、
及
び
同
色
頁
註
記
参
照
)
。

付
子
音
語
幹
子
音
語
幹
末
に
は
i
の
前
以
前
に
口
蓋
化
子
音
が
あ
ら
わ
れ

ず
、
か
っ
、

p
・h
・d
・也・
j
が
見
出
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
子
音
を
語
幹
末
に

持
つ
子
音
語
幹
(
例
え
ば
、
片
山
口
w

}

内向
F
・
5
門
同
N
-
w
ど
ま
た
}
S
円
)
を
人
工
的
に
っ

く
り
、
語
形
変
化
を
さ
せ
、
日
本
人
に
与
え
る
と
自
分
の
未
知
の
標
準
語
動
調

と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
反
応
が
返
っ
て
来
ま
す
。
こ
の
位
置
で
の
こ

れ
ら
子
音
の
不
在
は
、

た
ま
た
ま
国
語
動
調
に
こ
れ
ら
子
音
が
使
わ
れ
て
い
な

い
と
い
う
「
偶
然
の
す
き
ま
」
で
は
な
く
、
構
造
的
可
能
性
を
欠
く
「
構
造
的

あ
き
ま
」
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

語
幹
は
い
か
な
る
尾
助
辞
に
接
合
さ
れ
て
も
自
己
の
同
一
性
を
保
ち
、
他
の

注
口

語
幹
と
の
混
同
を
外
形
的
に
極
力
避
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
語
幹
は

い
か
な
る
母
音
の
接
合
を
受
け
て
も
他
の
子
音
と
の
対
立
が
保
存
さ
れ
る
よ
う

な
子
音
を
そ
の
末
尾
に
選
び
ま
す
。
語
幹
末
に
見
出
さ
れ
る
子
音
は
?
を
除
き
、

A

正
問

い
か
な
る
母
音
が
後
行
し
て
き
で
も
他
の
子
音
と
の
対
立
を
失
い
ま
せ
ん
。
子

音
語
幹
動
詞
中
最
も
多
く
の
動
詞
が
語
幹
末
に
持
つ
r
〔
鈴
木
丹

1
5斗
頁
〕
を
例

に
そ
の
様
子
を
示
し
ま
す
一
w
R
'
Z
刈
ル
、
片
山
門
l

包
自
刈
ラ
ズ
、
W
R
1
0
刈
レ
、

-
S
円
』
O
H
N
刈
ロ
ウ
、
片
山
門
J
F
E
m
R
m
H
刈
リ
ナ
ガ
ラ
。
そ
れ
に
対
し
、

d
と
白
は

a
-

0

・
e
の
前
で
対
立
し
ま
す
が
、

i
と
u
の
前
で
互
の
差
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま

注
目

せ
ん

(
i
の
前
で
は
む
し
か
、

u
の
前
で
は
白
し
か
あ
ら
わ
れ
ま
せ
ん
)
。
し
か

し、

i
は
重
要
な
結
合
母
音
で
す
し
、

u
は
重
要
な
助
辞
で
す

o
E仏
及
び

E
母

と
い
う
存
在
し
な
い
語
幹
を
つ
く
り
、
そ
の
様
子
を
例
示
し
ま
す
一
片
包
包

2
・

}
内
内
凶
〔
円
N
-
m
H
門
H
U
N
F
-
S
(
同
1
0
・
片
山
(
H
W
0
・
片
町
丘
・
0
H
N
-
w
ω
(
同
N
O
H
N
。
し
か
し
、
片
山
乱
N
F
w
m
丘
h

目

HHmwmm凶円山・

?
と
j
も
同
様
で
、

a
・
u
・
o
の
前
で
は
対
立
し
ま
す
が
、

i
と

e
の
前
で
は

対
立
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

i
は
結
合
母
音
と
し
て
働
き
、

e
は
命
令
形
及
ぴ

条
件
形
の

o
g
の
頭
の
母
音
で
す
。

E
』
と
い
う
存
在
し
な
い
語
幹
を
新
造
し

そ
の
様
子
を
示
し
ま
す
二
内
、
，
戸
買
ウ
・
片
山
]
口
、

5
4『
包
N
戸
買
ワ
ズ
-
w
ど
ー
包
N
、

-140一

}
内
、
，
O
H
N
買
オ
ウ
-
w
ど
I
C
H
N
。
し
か
し
、
庁
、

σ
買
エ
、
}
S
Y
5
ω
m
R
m
H
買
イ
ナ
ガ
ラ

(
片
山
ヤ
タ
片
山
主
E
m
R
ω
は
存
在
し
得
ま
せ
ん
)
。

以
上
の
よ
う
な
子
音
の
対
立
が
失
な
わ
れ
、
語
幹
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に

は
ま
ず
二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
一
①
対
立
が
失
な
わ
れ
る
子
音
を
双
方

共
語
幹
末
で
使
用
し
な
い
、
②
一
方
だ
け
を
使
い
他
方
を
決
し
て
使
わ
な
い
。

d
と
也
の
場
合
は
①
の
手
段
が
と
ら
れ
、
?
と
J

の
場
合
は
②
の
方
法
が
と
ら

れ、

j
の
使
用
を
禁
止
し
、

?
の
み
の
使
用
を
許
し
ま
す
。
?
は

a
の
前
で
w

に
交
替
し
ま
す
が
(
第
3
表
参
)
、
w
は

a
の
前
に
し
か
現
れ
ま
せ
ん
の
で
問
題

は
お
こ
り
ま
せ
ん
。



語
幹
末
に
於
て

(
l
の
語
以
外
で
〉
口
議
北
子
音
が
使
わ
れ
な
い
の
も
、

a
-

u
e
o
の
蔀
の
そ
れ
が
国
語
音
韻
体
系
の
中
で
議
程
度
の
特
殊
性
を
扱
っ
て
い

る
〈
認
の
の
ω
呈ミー
l
m
w
r災
以
下
〉
と
い
う
こ
と
よ
り
、
そ
れ
が
8

・
H
7
0
・i
の
誌

に
し
か
あ
ら
わ
れ
ず
、
対
応
す
る
非
口
蓋
叱
子
音
と
、
合
と
i
の
前
で
対
立
が
な

く
な
り

の
混
同
が
お
こ

い
う
構
造
上
の
饗
悶
を
も
っ
て
ま
ず

説
明
さ
れ
ま
し
ょ
う
。
語
幹
末
で
口

め
費
用
を
禁
じ
、

の
み
の
龍
用
を
許
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
?
と
j
の
場
合
と
時
様
φ
の

手
段
が
と
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、

j
を
?
の
口

蓋
化
子
音
と
考
、
え
れ
ば
、

j
の
不
夜
と
ロ
竣
化
子
音
の
不
殺
は
統

ロ
蓋
化
子

的
に
説
碗

さ
れ
ま
す
。

d
-
む・
j
及
び
口

の
不
在
は
以
上
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
ま
す
が
、

h
め
不
夜
は
以
上
の
よ
う
に
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
。

h
は
い
か
な
る
母
音
の

ム
ロ
に
お
い
て
も

e
の
接
合
に
お
け
る
口
蓋
北
子
音
と
の
対
立
の
消
失
を

除
き
〉
他
の

の
対
立
の
治
失
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

い
お
こ
さ
れ
る
の
は
、

域回

こ
れ
に
関
連
と
て
忠

P
や
d
-
む・
j
及
び
口
議
化
子
音
を
語
幹
末
に
持
つ
新

造
語
を
標
準
語
使
用
者
は
ゐ
り
得
な
い
動
認
と
感
取
す
る
の
に
対
し
、

h

幹
末
に
持
っ
そ
れ
に
は
、
も
し
か
す
る
と
未
知
の
古
語
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

国語動総の活用(語形変化)

成
応
が
あ
り
得
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
p
・d
-
b
T
J等
の
不
在
と
h
の
不
在
と
で

は
構
造
上
向
一
水
準
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
い
え
ま

し
よ
う
o
h
の
不
在
は

下
)
の
語
頭
有
声
音
排
除
制
(
有
声
音
は
議
中
を
表
示
す
る
機
能
を
負
い
ま
す
)

の
変
遷
」
の

(
橋
本
i
部
東
以

が
、
「
第
二
期
」
に
お
い
て
く
ず
れ
る
こ
と
に
対
応
的
に
あ
ら
わ

か
ら
尾
を
引
く
も
の
で
す
。

除
則
〈

F
は
一
語
頭
を
表
示
し
ま
す
)

(
h
)
排
除
別
は
撤
廃
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
れ
誌
、

の
h
の

で
す
は
消
極
的
な
語
幹
米
表
示
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
し
か
い
え
な
い
も
の

で
h
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

の
一
語
幹
末
で
は
な
い

こ
と
を
表
示
し
ま
す
。

p
・d
-
む
ら
も
同
様
の
機
詫
を
負
っ
て
い
ま
す
)
。

現
我
語
に
於
て
一
組
問
鱗
や
母
音
簡
の
P

の
特
殊
語

で
あ
る
こ
と
の
表
示
す
る
機
能
を
ふ
り
き
れ
ず
に
い
る
た
め
子
音
諾
斡
の
末
尾

オ
ノ
マ
ト
ベ

で
の
そ
の
不
在
は
当
然
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ー
の
前
以
外
に
口
議
化
子
音

に
あ
ら
わ
れ
な
い
と
述
べ
ま
し
た

が
、
期
間
き
手
敬
譲
動
閥
会
つ
く
る
語
幹
助
辞

3
2
に
設
が
接
合
す
る
場
合
、
そ

の
一
時
間
斡
求
め
S

は
，
s
(
f
)
と
口
蓋
化
き
れ
、
唯
一
の
例
外
を
構
成
し
ま
す
o

M
W
「
音
使
」
子
音
語
幹
と

t
で
始
ま
る
毘
助
辞

U
-
u
y
g立
と
が
結
合
す
る

と、

s
語
幹
〈
3

で
終
る
語
幹
l
以
下
関
様
)
を
除
き
、
一
拍
閥
幹
米
子
音
と
患
鈴

持
拡
お

の
結
合
母
音
i
ど
が
つ
く
る
前
狭
母
成
長
関
節
は
一
語
幹
末
子
育
の
音
声
的
性
賞

141-

ぃ
、
先
行
す
る
音
務
会
開
始
じ
る
〔

n
)
〈
N
は
ね
る
音
)
〔

t
〕
{
す
つ
ま
る

γ
i
n
)
(
J
)

に
転
免
す
る
と
共
に
、
建
助
辞
の
頭
の

t
も
語
幹
末
子
音
の

音
声
的
性
質
に
従
い
、
〔
d
〕
と
有
芦
北
し
た
り
、
ま
た
、

音
)

〕
と
無
声
の
ま

ま
残
っ
た
り
し
ま
す
α

よ
り
詳
し
く
述
べ

∞
語
幹
米
子
資
b
'
m
-
n
u
は

参ド

と
あ
わ
さ
っ
て
〔

n
〕
と
な

ま
す
一
円
ove(い
同
)
ロ
↓
Z
Cを
乙
飛
ブ
・
容
す
(
い
?
言
↓
門
O
ぴ

J
Eよ
ZZ(Z)
告

a
b
 

E
飛
ン
ダ
、

S
8
9み
)
ロ
↓
門

O
B
E
2
・
円

OB'fsicsfHzioz

円

(1)合
〔

g
E
a〕
露
ン
ダ
、

p
g
(
b
z
i
f
死
ヌ

-pfit-

E凶
116A23号
〔
古
口
母
〕
死
ン
ダ
。
∞
語
幹
末
子
資
ob
は
結
合
母
音
2
1
と
あ
わ

せ
ま
す
一

Eme〈
い
?

に

t
を
〔
d
〕

せ

iま

さ
っ
て

)
と
な
る
と
共
に

t
を
〔
d
〕
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↓

E
m
c
喚

T
E
m
-
(叶
)E↓
Em--E↓
互
(
喜
〔
芝
山
〕
嘆
イ
ダ
。

ω語

幹
末
子
音
k
は
結
合
母
音
i
と
あ
わ
さ
っ
て
〔
i
n
〕
と
な
る
と
共
に
、

t
を〔

t
〕

と
発
現
き
せ
ま
す
一

E
F
(巾
)
戸
↓
互
己
書
ク

-E(ト
ま
↓

Ew--門
T
E

C
S
〔
庁
舎
〕
書
イ
タ
。

ω語
幹
末
子
音
r
・
t
-
W
は
結
合
母
音
ー
と
あ
わ
き
っ

て
〔
t
〕
と
な
る
と
共
に
、

t
を
〔

t
〕
と
発
現
さ
せ
ま
す
一
宮
(
山
市
)
己
↓

E
2

刈

ル

-gt(叶
)
百
↓
百
三
片
山
↓

E
↓
(
)
片
山
〔

E
E〕
刈
ツ
夕
、
宮
片
品
百
↓

E
E
〔
E
Z
C〕
勝
ツ

-
Eヱ
ト
)E↓
-gfHE↓
百
寸
(
目

)E
〔
E2ω
〕
勝
ツ
夕
、

a
b
 

E
Y
(い
件

)C・I-ψEyg
買
ウ

-zua(卜
)E↓
EYIHE↓
片
山
↓

(1E〔冨門
E
〕
買
ッ
タ
。

ド

$

こ
れ
ら
の
変
容
は
位
置
の
一
方
的
影
響
に
よ
る
語
幹
末
子
音
の
変
形
で
は
な

く
、
語
中
で
の
形
態
素
聞
の
相
互
影
響
に
お
け
る
語
幹
末
子
音
と
結
合
母
音
i

を
伴
う
助
辞
の
頭
の
変
容
的
発
現
で
す
。
今
、
形
態
音
素
を
〈

示
す
な
ら
、
以
上
は
第
3
図
の
よ
う
に
図
示
さ
れ
、
式
化
す
る
な
ら
次
の
よ
う
に

〉
で
く
く
っ
て

な
り
ま
し
ょ
う
(
↓
は
影
響
を
示
し
、
↓
は
発
現
を
示
し
ま
す
)
。

ω合・
5
・

ロ〉恥
U
企
庁
〉
↓
〔
昆
〕
、

ω
〈
ぬ
〉
九
〈
』
門
〉
↓
〔
宝
〕
、

ω
〈W
〉恥
H

司
会
〉
↓
容
〕
、

ω
〈1
・7
叫¥者〉恥
H

丈
一
昨
〉
↓
〔
芹
〕
。

た
と
え
、
そ
れ
が
尾
助
辞
の
結
合
母
音
i
を
含
ん
で
の
変
容
で
あ
れ
、
上
記

の
変
容
に
お
い
て
語
幹
末
子
音
の
弁
別
能
力
は
半
分
以
下
に
低
下
し
ま
す
。
他

の
子
音
助
辞
に
伴
な
わ
れ
る
結
合
母
音
、
或
は
、
助
辞
の
頭
の
母
音
に
接
合
さ
れ

た
場
合
の
語
幹
末
子
音
の
変
容
と
、
上
記
の
変
容
と
を
比
較
し
て
表
示
す
る
と
第

3
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
表
で
わ
か
る
通
り
、
他
の
位
置
に
お
い
て
も
語
幹
末

子
音
は
そ
れ
な
り
に
変
容
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
変
容
し
な
が
ら
も
語
幹
末
に

見
出
さ
れ
る
9
単
位
の
子
音
の
対
立
を
し
っ
か
り
保
存
し
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、

。)片山噌

(
3
z
・(戸

)Eユ
の
前
で
は
〔
日
・

n
・
l
n

・
t
〕
し
か
あ
ら
わ
れ
ず
、
僅

レ/jv 
(2) 

<k>一一 一一一一一→ <it> 

子y
〔入(t ) 

(1) 

<r， t， ? jw>午二二:ごく1t> 

Xレ/
( t ) ( t ) 

か
四
単
位
の
対
立
し
か
成
立
し
ま
せ
ん
。 (3) (4) 

語幹末子音と tを頭にもつ尾助辞の相互

影響とその発現

〔語幹末子音〕 助 辞

フ <e.oR.eba>
t 

<(a)neba・(a()an)ud叫s I b ml n glk r、v
トー

〉

ts ? I <u.una.(u)maJ> 

¥' Ib' mln g'lk' 司， I r' ア<(i)nagara・(i)世〉

¥'(i) n 1 t <(i)ta.(i)te・(i)t田〉

語幹末子音の変容第3表

第 3図か
く
し
て
、
こ
の
位
置
で
は
、
語
幹

末
子
音
の
み
で
こ
と
な
っ
て
い
る
語
幹
を
持
つ
動
調
で
は
語
形
の
差
が
音
声
的

に
消
失
す
る
こ
と
が
お
こ
り
ま
す
(
た
だ
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
と
い
う
手
段
が
残

円
〆
山
A
告
句
Eム

さ
れ
ま
す
が
、
今
は
そ
れ
に
言
及
し
ま
せ
ん
)
二
号
ー
ロ
飛
ブ
・

5
自
己
富
ム
、

}
内
町
円

ec
刈
ル
・
片
山
片
口
勝
ツ

-
E
V戸
買
ウ
、

、
》
〆
、
、
/
、

11ノ

〔W
巳
訂
〕
刈
ッ
タ
・
買
ッ
タ
・
勝
ッ
タ
。
し
か
し
な
が
ら
、

ωで
g
は
t
を
d

/

¥

ノ

'

¥

「

l

、

ωでん
W

は
の
を
閃
に
発
現
さ
せ
る
た
め
、
語
幹
末
で
無
声
・
有
声
の
特
徴
で
対

立
す
る
唯
一
の
子
音
で
あ
る
k
-
g
は
そ
の
対
立
を
助
辞
部
分
の
頭
に
移
し
て
保

存
し
ま
す
一

E
F
ヰ
)E↓
Ew--E↓
官
三
官
官
官
〕
書
イ
タ
・

5
4
)

E
↓

Em---S↓
冨
』

(1)岳
〔

E
F
E〕
嘆
イ
ダ
。
で
す
か
ら
、
結
果
的
に
は
四
単

位
で
は
な
く
五
単
位
の
対
立
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
語
幹
と
尾
助
辞
の
相
互
影
響
に
よ
る
融
合
的
変
容
は
両
者
を

一
体
化
し
た
語
形
を
形
成
し
ま
す
。
こ
の
一
体
化
は
理
論

〔gEω
〕
飛
ン
ダ
・
富
ン
ダ
。

緊
密
に
合
体
さ
せ
、



的
に
は
弁
別
力
を
半
分
近
く
犠
牲
に
し
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
実
際
上

は
ア
ク
セ
ン
ト
及
び
語
幹
の
他
の
部
分
で
の
示
差
力
に
よ
っ
て
弁
別
力
を
お
ぎ

な
い
、
事
実
上
お
き
る
混
乱
(
混
合
)
は
微
々
た
る
も
の
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
動

詞
の
い
わ
ゆ
る
「
音
便
」
は
益
多
く
し
て
害
少
い
一
体
化
表
示
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

同
母
音
語
幹

来
ル
・
ス
ル
を
除
き
、
母
音
語
幹
末
に
は

a
・0
・
u
と
い
う

母
音
が
存
在
し
ま
せ
ん
。

末
尾
の

e
・・
l

の
前
に

p
・
，
P
が
存
在
し
な
い
の
は
、

p
・，
p
の
特
殊
性
(
三

山
ハ
門
参
)
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
ま
す
。

e
語
幹
動
調
(
「
下
一
段
活
用
動
詞
」
)
で

は
「
ザ
行
」
が
「
備
わ
っ
て
い
る
」
(
鈴
木
丹

l
E
C頁
)

の
に
対
し
、

i
語
幹
動

詞
(
「
上
一
段
活
用
動
詞
」
)
で
は
「
ザ
行
」
が
「
備
わ
っ
て
い
な
い
」
の
は
、

d
と
む
の
対
立
が

e
の
前
で
は
成
立
す
る
の
に
対
し
、

i
の
前
で
は
両
者
の
対

立
が
消
失
す
る
と
い
う
純
音
韻
論
的
理
由
に
よ
り
ま
す
二
日
号

E
愛
デ
ル
・

日
包
N
O
t
E

混
ゼ
ル
。
し
か
し
、
町
包
柱
。
門
戸
恥
ジ
ル
。

i
語
幹
動
詞
で
は
「
ザ
行
」

を
構
造
的
に
欠
く
た
め
、
語
義
の
区
別
に
参
加
す
る
語
幹
未
母
音
前
の
子
音
は

e
語
幹
動
調
よ
り
一
つ
だ
け
少
な
く
な
り
ま
す
。

城田

最
小
の
母
音
語
幹
は
子
音
・
母
音
各
一
つ
づ
っ
で

園
子
音
語
幹
の
優
越
性

成
立
ち
得
ま
す
が
、
最
小
の
子
音
語
幹
は
母
音
は
一
つ
と
し
て
も
そ
れ
を
は
さ

国語動詞の活用(語形変化)

む
か
た
ち
で
子
音
が

2
つ
な
け
れ
ば
成
立
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最
小
の
手
段

を
使
う
こ
と
に
よ
る
母
音
語
幹
の
造
語
(
幹
)
上
の
可
能
性
は
非
常
に
小
さ
く

め
い
っ
ぱ
い
に
使
わ
れ
た
と
し
て
も

e
語
幹
と
し
て
?
・

k
-
g
-
S
-
也・

t
-

d
-
n
-
h
・b
-
m
・
r
に
始
ま
る
十
二
語
幹
、

i
語
幹
と
し
て
は
ァ
・
い

K
-
d
-
Y

い句・ザ・，

n-v・
v-M-f
に
始
ま
る
十
一
語
幹
が
つ
く
れ
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
対
し
、
最
小
の
手
段
を
使
う
こ
と
に
よ
る
子
音
語
幹
の
造
語
(
幹
)
上

の
可
能
性
は
非
常
に
大
き
く
、
語
幹
末
で
九
単
位
の
子
音
、
そ
の
前
で
五
単
位

の
母
音
、
そ
の
前
で
は
少
な
く
と
も
十
二
単
位
以
上
の
子
音
の
選
択
可
能
性
が

あ
り
、
実
に
多
数
の
語
幹
を
造
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
と
同
じ
造
語

幹
上
の
可
能
性
を
母
音
語
幹
が
獲
得
す
る
の
は
子
音
・
母
音
各
二
つ
の
二
音
節

を
そ
ろ
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
音
語
幹
は
、
母
音
語
幹
が
子
音
・
母
音

可
能
性
を
持
ち
ま
す
。

二
つ
を
そ
ろ
え
て
つ
く
る
だ
け
の
も
の
を
子
音
二
つ
母
音
一
つ
で
つ
く
り
だ
す

で
す
か
ら
、
最
小
の
手
段
で
つ
く
ら
れ
る
子
音
語
幹
動

調
(
例
え
ば

E
W
C
書
ク
)
は
最
小
の
手
段
で
つ
く
ら
れ
る
母
音
語
幹
動
詞
(
例

え
ば
ミ
ロ
イ
ル
、

σIE
得
ル
)
に
較
べ
る
べ
き
で
は
な
く
、

一
一
音
節
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
る
母
音
語
幹
動
調
(
例
え
ば

E
Z
E
タ
ベ
ル
、

oコー

E
オ
リ
ル
)
に

助 苦手 子音語幹 母音語幹

例 kak tabe on 

尾母音助辞 千U kak-u tabe-ru on-ru 

すdzu kak-adzu tabe-dzu ori-dzu 
子音助辞|

1)ta 辞 2 kaJ(ー)ta tabe-ta on-ta 

重助辞 母音助辞
i¥ase kak+ase-ru tabe + sase-ru on+sase-ru s J -ru 

子音助辞 tI1ai kak+ana-i tabe+na-i on+na-l 

比
較
す
る
の
が
適
当
で
す
。
第
4
表
は
最
小
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子音語幹動詞の語形と母音語幹動詞の語形

の
子
音
語
幹
と
二
音
節
の
母
音
語
幹
か
ら
つ

く
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
語
形
の
一
部
を
比
較

し
た
も
の
で
す
が
、
表
で
わ
か
る
通
り
、
子

音
助
辞
が
つ
く
限
り
、
両
者
の
長
さ
は
同
じ

で
す
が
、
母
音
助
辞
が
つ
く
と
母
音
語
幹
か

ら
つ
く
ら
れ
る
語
形
の
方
が
子
音
語
幹
か
ら

つ
く
ら
れ
る
語
形
よ
り
一
音
節
だ
け
長
く
な

り
ま
す
。

こ
こ
に
も
子
音
語
幹
の
母
音
語
幹

に
対
す
る
経
済
性
が
み
と
め
ら
れ
ま
す
。
母

音
尾
助
辞
は
五
つ
あ
る
所
、
子
音
尾
助
辞
は

九
つ
あ
り
、
後
者
が
量
的
に
優
越
し
ま
す
が
、

第4表

そ
れ
は
最
小
の
子
音
語
幹
か
ら
つ
く
ら
れ
る
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語
形
と
そ
れ
に
比
肩
し
得
る
二
音
節
母
音
語
幹
か
ら
つ
く
ら
れ
る
語
形
の
音
節

数
の
干
一
拍
離
を
お
さ
え
る
こ
と
に
少
な
く
と
も
資
し
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う

(
子
音
尾
助
辞
の
量
的
優
越
は
母
音
語
幹
の
非
経
済
性
に
関
係
し
て
い
る
と
見

て
よ
い
よ
う
思
わ
れ
ま
す
)
。

ま
た
、
子
音
語
幹
で
「
音
便
」
が
お
こ
る
と
、
拍
数
は
減
少
し
な
い
と
し
て

も
音
節
数
は
一
つ
減
少
し
ま
す
一
息
吋
(
)
間
勝
ッ
タ
(
三
拍
三
音
節
)
。
し
か
し
、

母
音
語
幹
で
は
「
音
便
」
が
お
こ
り
ま
せ
ん
の
で
、
音
節
数
の
減
少
は
お
こ
り

ま
せ
ん
一

E
Z
t
g
勝
テ
タ

-
Eュー
E
借
リ
タ
(
三
拍
三
音
節
)
。
こ
こ
に
も
子

音
語
幹
(
た
だ
し

s
語
幹
を
除
く
)
の
経
済
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
「
音
便
」
は
前
述
の
よ
う
語
幹
と
語
尾
を
融
合
さ
せ
一
体
化
し
た
語
形

を
つ
く
り
出
し
ま
す
が
、
母
音
語
幹
動
調
で
は
「
音
便
」
が
お
こ
ら
ず
、
語
幹
・

語
尾
の
一
体
化
の
表
示
を
特
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

子
音
語
幹
動
調
の
母
音
語
幹
動
調
に
対
す
る
量
的
優
越
は
古
代
語
か
ら
連
綿

と
し
て
続
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
構
造
上
の
優
越
性
に
裏
打
ち
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
母
音
語
幹
動
調
は
量
的
に
お
と
る
が
ゆ
え
に
、

不
定
の
程
度
が
高
く
、
情
報
量
が
多
く
、
強
い
表
現
力
を
そ
な
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
(
頻
度
の
低
い
記
号
は
不
定
の
程
度
が
高
く
、
情
報
量
が
多
く
な
り
ま

す
)
。
受
身
態
・
使
役
態
・
可
能
態
動
詞
、
ま
た
担
い
手
敬
譲
動
調
は
母
音
語
幹

を
と
っ
て
そ
の
高
い
情
報
量
を
さ
さ
え
ま
す
。

佃
語
幹
助
辞

れ
ま
す
。

語
幹
助
辞
は
形
容
調
形
成
助
辞
と
動
詞
形
成
助
辞
と
に
わ
か

形
容
詞
形
成
助
辞
は
全
て
母
音

a
を
持
ち
一
音
節
か
ら
な
る
子
音
助
辞
で

す
。
そ
の
う
ち
、
否
定
形
容
詞
を
つ
く
る
も
の
は
鼻
的
流
出
を
持
つ
前
舌
閉
鎖

子
音

n
、
願
望
態
形
容
詞
を
つ
く
る
も
の
は
鼻
的
流
出
を
持
た
な
い
前
舌
閉
鎖

(
無
声
)
子
育

t
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
ま
す
一
日
(
ム

y
g
t
)。

動
調
形
成
助
辞
の
う
ち
、
本
来
的
な
態
(
使
役
態
・
受
身
態
・
可
能
態
)
の

か
た
ち
を
つ
く
る
も
の
は
母
音
助
辞
で
あ
り
、
か
っ
、

e
を
末
尾
に
も
ち
、
統

一
き
れ
た
グ
ル
ー
プ
を
な
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
自
動
と
他
動
の
両
極
端
に
立

ち
、
意
味
上
尖
鋭
に
対
立
す
る
使
役
態
動
調
と
受
身
態
動
調
を
つ
く
る
助
辞
は

頭
に
母
音

a
を
、
末
尾
に
母
音

e
を
共
通
に
持
ち
、
こ
と
な
り
は
た
だ
そ
れ
に

は
さ
ま
れ
る
前
舌
子
音
の
喋
子
音

s
と
鳴
子
音

r
の
対
立
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
ま
す
(
こ
の
5

は
ロ
2
・5
来
ル
・
ロ

0
8
1
2
乗
セ
ル
、
ロ
o
E
E
伸
ビ
ル
・

ロ
oσ
自
己
伸
パ
ス
、
ロ
ミ
ロ
似
ル

-
E
8
2
似
セ
ル
、

E
m山
門
φ
門
戸
流
レ
ル
・
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Emg'c
流
ス
等
に
お
け
る
他
動
調
の

s
と
恐
ら
く
関
連
を
も
つ
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
)
。
こ
の
二
つ
の
助
辞
の
結
合
子
音

は

a
・
e
に
は
さ
ま
れ
る
子
音
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
返
す
か
た
ち
で
存
在
し
ま
す

が
、
そ
れ
は
語
幹
助
辞
が

s
・
r
と
い
う
最
小
の
対
立
で
差
異
を
形
成
し
て
い

る
の
で
当
然
考
え
ら
れ
る
そ
の
補
強
と
い
え
ま
し
ょ
う
一
(
l

叩
)
白
目
、
(
巾

)
3。

可
能
態
を
示
す
助
辞
は
ω
認
と
ミ
ゅ
の
頭
の
母
音

a
と
両
者
の
対
立
を
形
成
す

る
子
音

s
・
r
を
切
り
取
っ
た
か
た
ち
で
存
在
し
ま
す
。
可
能
態
が
態
は
態
で
も

使
役
態
で
も
受
身
態
で
も
な
い
態
で
あ
る
た
め
、
こ
の
切
り
取
り
は
当
然
考
え
ら

れ
る
変
形
(
歴
史
的
に
見
れ
ば
推
移
)
の
筋
道
の
上
に
立
つ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

た
だ
、
そ
の
結
合
子
音

r
は
、
そ
の
発
生
と
共
に
受
身
態
へ
の
意
味
的
近
縁
性

(
共
に
動
作
・
状
態
の
他
動
性
を
表
現
し
ま
せ
ん
〔
城
田
b

7

頁
〕
)
を
示
し

て
い
ま
す
。
自
由
出
没
要
素

[E]
が
顕
在
化
さ
れ
る
と
そ
の
出
自
と
意
味
の
近



縁
性
は
外
形
の
一
致
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

担
い
手
敬
譲
動
調
を
つ
く
る
語
幹
助
辞
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
多
数
の

成
員
を
擁
し
、
が
っ
ち
り
と
し
た
組
織
を
く
む
態
の
体
系
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
受
身
態
動
調
を
つ
く
る
語
幹
助
辞

ωお
と
外
形
が
一
致
し
、
そ
れ
ゆ
え
動
詞

語
幹
助
辞
中
で
や
や
浮
上
っ
た
存
在
と
な
り
ま
す
。

残
る
希
望
態
動
調
を
つ
く
る

E
m旬
、
聞
き
手
敬
譲
動
詞
を
つ
く
る

B
B
は

子
音
助
辞
で
あ
り
、
か
っ
、
子
音
語
幹
を
形
成
す
る
点
似
通
い
ま
す
。
前
者
は

形
容
詞
形
成
助
辞

E
と
形
容
調
語
幹
に
接
合
す
る
動
詞
形
成
要
素
宮
門
〔
例

巳
mwE∞
」
+
恒
三
I
Z
)
新
シ
ガ
糾
〕
と
に
分
解
で
き
る
も
の
で
、
語
幹
助
辞
中
最
も

長
く
、
最
も
長
い
尾
助
辞

E
官
自
と
外
容
上
よ
く
似
ま
す
。
日
目
は
動
詞
語

幹
末
で
唯
一
の
列
外
を
な
す
口
蓋
化
子
音
を
出
す
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
触

れ
ま
し
た
。

語
幹
助
辞
は
全
て
頭
の
音
節
に
母
音

a
を
持
ち
ま
す
。
唯
一
の
例
外
は

σ

('E)
で
す
が
、
そ
れ
は
頭
の

a
を
結
合
要
素
の
方
へ
逐
い
や
っ
た
所
に
成
立
つ

語
幹
助
辞
で
す
一
(
叶

U
1
0
(・2)。

城田

結
合
要
素
と
し
て
使
わ
れ
る
母
音
は

a
-
u
・
i
、

は

r
・
j
・
s
。
計
六
単
位
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

子
音

回
結
合
要
素

国語動詞の活用(語形変化)

付
結
合
母
音
結
合
母
音

a
は
呼
掛
け
法
以
外
の
否
定
助
辞

E
(
Z
)
、
5
E、門日
N
Z

及

ぴ
lC1 (1) 
勺、、 a

を
子
三』
目

語
幹

結
ム、
口

さ
せ
ま
す

a
と
こ
れ
ら
否
定
助
辞
と
は
子
音

語
幹
に
於
て
相
互
予
定
関
係
に
あ
り
、
自
然
の
音
の
流
れ
に
従
っ
て
い
え
ば
、
前

者
は
後
者
の
後
続
を
予
告
す
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
一

E
F同
沼
書
カ
ヌ

(
書
カ
ン
)
、

EI泊
洛
加
害
カ
ネ
パ
、

EW'嬉
但
書
カ
ズ
、

E
W
+揺
(
同
)
書

カ
ナ
イ
。

結
合
母
音

u
は
意
志
形
(
呼
掛
け
法
)
の
否
定
助
辞

E
と
を
子
音
語

幹
に
結
合
さ
せ
ま
す
。
両
者
は
子
音
語
幹
に
於
て
相
互
予
定
関
係
に
あ
り
、
前

者
は
後
者
の
後
続
を
予
告
し
ま
す
長
静
止
沼
件
書
ク
マ
イ
。
助
辞
中
結
合
母
音

u
を
と
る
の
は
日
と
の
み
で
す
が
、

u
が
尾
助
辞
(
巾
)
己
と
し
て
広
汎
に
働
い

て
い
る
た
め
、
こ
の
結
合
母
音

u
を
尾
助
辞
と
し
、
尾
助
辞
日
と
を
接
尾
助
辞

(2) 
U 

と
し
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
み
と
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
例
え
ば

Ews己
目
と
を

E
W
E
-目
白
』
(
・
は
尾
助
辞
と
接
尾
助
辞
の
境
目
を
一
不
し
ま
す
)

そ
れ
に
応
じ
て
、
母
音
語
幹
と
日
と
の
接
続
を
正
則
的
な

E
Z
1

5
と
タ
ベ
マ
イ
、
印
ナ
自
丘
、
ン
マ
イ
、

FSEEm巳
コ
マ
イ
か
ら
、

s
g
'
E・
白
色
w

と
解
釈
し
、

に
d
4
斗晶

司
E
ム

g
E
E
-
Bと・

}ESE-Bと
に
整
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は

u
を
結
合

母
音
体
系
か
ら
排
除
し
、
そ
こ
を

a
・
ー
の
み
で
整
備
し

u
を
尾
助
辞
に
専

業
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
う
ご
き
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
ま
す
。

q
d
・1

結
合
母
音
i
は
以
上
あ
げ
た
以
外
の
全
て
の
子
音
助
辞

E
、円。、

E
E
、
Emω
日
、
私
(
以
上
尾
助
辞
)
、

E(・c、
E
m
R
(・ロ)、

B
g
(と
)
(
以
上
語
幹

助
辞
)
を
子
音
語
幹
に
結
合
さ
せ
る
機
能
を
担
い
ま
す
一

E
印幅広
ω
貸
シ
夕
、

E
∞ぷ

Z
貸
シ
テ
、

Em--Z江
貸
シ
タ
リ
、

WE--Eω
官
片
山
貸
シ
ナ
ガ
ラ
、
}
内
釦
印
"
-

wgi--E(
己
貸
シ
タ

ω、
W8.+-片山
mωH(・
ロ
)
貸
シ
タ
ガ
判
、
片

g
f
T

貸
シ
、
-Bg(・
ロ
)
貸
シ
マ
ス
0

・1

は
意
味
的
統
一
を
な
す
助
辞
と
も
呼
応
関
係
に
な
く
、

た
だ
結
合
の
機
能

ま
た
、

一
つ
の
助
辞
に
専
有
さ
れ
る
結
合
母
音
で
も
な
く
、

に
徹
す
る
結
合
母
音
で
す
。

伺
結
合
子
音
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(1) 
s 

結
合
子
音

s
は
使
役
態
を
示
す
母
音
語
幹
助
辞
を
母
音
語
幹
に
結
合

そ
れ
は
語
幹
助
辞
自
身
が
持
つ
子
音
を
繰
返
す
も
の
で
、
両
者
は

さ
せ
ま
す
。

文
字
通
り
呼
応
関
係
に
あ
り
ま
す
二
与

σ
+印沼川
(tE)。
S

は
結
合
子
音
中
唯

一
の
喋
子
音
で
す
。

結
合
子
音
]
は
意
志
形
・
勧
誘
形
の
か
た
ち
を
つ
く
る
母
音
助
辞

d

を
母
音
語
幹
に
結
合
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
も
母
音
語
幹
に
於
て

d
そ
の
も
の
を
予

告
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
一

E
Z
l」
漁
タ
ベ
ヨ
ウ
。
た
だ
し
、

j
は
命
令

法
の
か
た
ち
を
つ
く
る
母
音
尾
助
辞

o
を
母
音
語
幹
に
結
び
つ
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
一

E
Z
1
3
タ
ベ
ヨ
。
母
音

o
と
j
の
呼
応
関
係
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

尾
助
辞

o
を
結
び
つ
け
る
j
は

r
と
ゆ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
呼
応
は
完
全
で
は

(2) 
あ
り
ま
せ
ん
。
]
は
こ
の
ゆ
れ
に
於
て
古
め
か
し
い
文
体
を
担
い
、
文
体
的
特

色
を
持
た
な
い

r
と
対
立
し
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
母
音
助
辞

F

山
口
E
・
0σω(
以
上
尾
助
辞
)
、

3
(
E
)噌

σ
(
E
)
(
以
上
語
幹
助
辞
)
を
母
音
語
幹
に
結
び
つ
け
る
の
は
結
合
子
音

r
で
す
。

個
別
的
助
辞
に
専
有
き
れ
ず
、
活
動
領
域
が
広
く
、
結
合
の
機
能
に
徹
す
る
点
、

結
合
子
音

r
は
結
合
母
音
i
に
対
応
し
ま
す
。
・
ー
が
代
表
的
結
合
母
音
な
ら
、

r

は
代
表
的
結
合
子
音
で
す
。
・
ー
が
最
も
子
音
に
近
い
母
音
で
あ
り
、

(3) 

r
が
最
も

母
音
に
近
い
子
音
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
事
実
で
す
。

可
能
態
動
詞
を
つ
く
る
語
幹
助
辞

e
の
結
合
子
音

r
の
前
に
は
自
由
出
没
要

素
と
し
て
の

[E] 
が
付
属
し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
結
合
要
素
は
助
辞
を
語
幹
に
結

一
部
で
は
後
続
す
る
助
辞
の
個
別
、
な
い
し
、
そ
の
意
味
を
予
告
す

る
役
割
を
持
ち
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
、
先
行
す
る
口
問
詞
を
表
示
す
る
機
能
も

同
先
行
品
調
表
示
機
能

合
さ
せ

は
た
し
ま
す
。
特
に
尾
助
辞
の
か
た
ち
が
動
詞
・
形
容
詞
・
体
言
(
連
辞
)
で

共
通
す
る
場
合
、
そ
の
機
能
は
結
合
要
素
に
集
中
し
ま
す
。
例
え
ば
、
回
の
前

で
仏
ザ
は
そ
の
先
行
語
幹
は
動
詞
(
例
片
山
印
伝
ω
貸
シ
タ
)
、
(
片
山
、
叶
)
は
形
容
詞

(例

ω宮
町
田
山
赤
カ
ッ
タ
)
、

(
E↓
)
は
体
言
(
形
容
動
調
語
幹
)
(
例

E
Z
I
E↓
E
本
ダ
ツ
夕
、
印
E
N
C片
山
陰
H
E
静
カ
ダ
ッ
タ
)
で
あ
る
こ
と
を
表
示

動 言司 形容詞 体言 尾助辞

卜お
(kaT) (daT) ta， tan 

(kar) (dar) oR 

(古) (i) 世 nagara 

(古) (ku) (de) # 

(古) (ku) 世 te 

(千) (ker) (nar) ebe/aba 

(号) (kara) (nara) 
neba，dzu， 
nu 

し
ま
す
。

そ
の
様
子
を
表
に
ま
と
め
て

品詞と結合要素

お
き
ま
す
(
第
5
表
)
。
助
辞
の
か
た
ち

が
共
通
し
な
い
場
合
、
先
行
語
幹
の
品

詞
を
表
示
す
る
機
能
は
助
辞
自
身
の
か

注
幻

た
ち
も
分
担
し
ま
す
。
結
合
要
素
は

形
容
調
で
k
、
体
言
で
d
・
n
、
動
詞
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で
は
前
述
の
も
の
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け

ら
れ
、
互
に
混
ざ
る
こ
と
な
く
整
然
た

る
対
比
を
か
た
ち
づ
く
り
ま
す
。

間
尾
助
辞
尾
助
辞
は
ゼ
ロ
尾
助
辞
と
実
体
的
尾
助
辞
が
区
別
さ
れ
ま
す
。

実
体
的
尾
助
辞
は
そ
の
音
節
数
に
よ
り
、
一
音
節
助
辞
、
二
音
節
助
辞
、
三
音

節
助
辞
に
わ
か
れ
ま
す
。
三
音
節
助
辞
は

E
m
m
E
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
長

助
辞
に
わ
か
た
れ
ま
す
。

い
助
辞
は
見
出
さ
れ
ま
せ
ん
。
実
体
的
尾
助
辞
は
、
ま
た
、
母
音
助
辞
と
子
音

れ

一
音
節
尾
助
辞
は
母
音
助
辞
で
あ
れ
子
音
助
辞
で
あ

一
般
音

一
拍
を
音
節
に
付
加
す
る
音
節
終
結
音
を
持
っ
か
持
た
ぬ
か
で
、

ハ
門
母
音
の
分
布

節
助
辞
と
特
殊
音
節
助
辞
に
わ
か
た
れ
ま
す
(
第
6
表)。

母
音
尾
助
辞
は

u
-
e
・
O

で
始
ま
り
そ
れ
以
外
の
母
音



で
始
ま
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
見
出
き
れ
な
い

a
・
i
は
結
合
母
音

と
し
て
働
き
ま
す
。
み
ご
と
な
分
業
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
尾
助
辞
の
頭

の
構
成
と
結
合
母
音
に
ま
た
が
る
の
は

u
の
み
で
す
。
し
か
し
、

u
を
結
合
母

音
の
体
系
か
ら
排
除
し
、
そ
れ
を

a
・
i
に
整
、
え
る
と
共
に

u
を
尾
助
辞
に
専

業
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
う
ご
き
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
通
り
で
す
。

れ
ら
単
母
音
の
分
布
と
機
能
を
よ
り
詳
し
く
見
る
た
め
に
一
覧
に
付
し
ま
す

(第
7
表)。

子
音
語
幹
で
命
令
形
が

e
で
つ
く
ら
れ
る
の
に
対
し
、
母
音
語

同
命
令
形

幹
で
は
(
仰
を
伴
う
)

0

で
あ
る
こ
と
は
、
母
音
語
幹
の
末
尾
母
音
と
し
て

e

が
あ
る
た
め
、
そ
れ
と
異
な
ろ
う
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
な
に
も
第

7
表
を
見
な
く
と
も
気
付
か
れ
ま
す
。

命
令
形
は
母
音
語
幹
に
於
て
、

e
・
o
と
い
う
前

r
を
介
し
て
の
1

・。

母
音
・
後
母
音
の
つ
ら
な
り
と
し
て
の
対
比
(
シ
ン
夕
、
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
)
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
…

o
戸
沼
オ
リ
ロ
、

Eσ
同
ー
侶
夕
べ

域回

ロ
。
子
音
語
幹
で

o
を
用
い
ず

e
を
使
う
の
も
、
ま
た
、
故
な
い
こ
と
と
は
思

そ
の
点
暫
定
的
発
言
し
か
で

わ
れ
ま
せ
ん
。
数
量
的
調
査
を
行
っ
て
お
ら
ず
、

き
ま
せ
ん
が
、
子
音
語
幹
の
語
幹
末
子
音
の
前
に
あ
る
母
音
は
恐
ら
く

e
が
最

も
量
的
に
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
、

E
m岳
∞
嘆
ケ
、

E
印
ゆ
肉
的
防
ゲ
、

wm印
防
消
セ
、
包
ぽ
-σ
同
叫
べ
、
百
戸
川
川
σー
同
咽
ベ
、
同
ghv笑
メ
、

底
辺

片岡-円

IM
ケ
レ
等
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
語
幹
末
子
音
の
前
に

e
を
持
つ
「
五

国語動詞の活用(語形変化)

段
活
用
動
詞
」
が
一
番
見
付
け
に
く
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
子
音
語

幹
動
調
の
命
令
形
も
語
幹
末
子
音
を
介
し
て
の
非

e

(
a
〆
o
/
u
/
1
)
と

e
の
つ
ら
な
り
と
し
て
の
対
比
に
主
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
見
て
止
い
よ
う

u
 

A
V
巴一

o
(一般音節助辞

母音助辞{

l特殊音節助辞

ゼロ助辞
思
わ
れ
ま
す
。

oR 

nu， ta， t巴，dzu 

maJ 

una，巴ba

tari， neba 

nagara 

尾助辞の外容上の分類

子音語幹 母音語幹

1 代表的結合母音 語幹末母音

e 命令形助辞 語幹末母音

O 命令形助辞(r ) 

U 
伝達法現在肯定助辞(r ) 

maJの結合母音
a (呼掛け法以外の)否定
助辞の結合母音

1音節助辞

(一般音節助辞

子音助辞{

l特殊音節助辞
{母音助辞

2音節助辞{

l子音助辞

3音節助辞

第 6表

命
令
形
は
話
し
手
が
音
声
に
頼
っ
て
聞
き
手
に
早
く
か
っ
強
く
働
き
か
け
る

か
た
ち
で
す
。
音
声
的
に
経
済
的
で
あ
り
か
つ
効
果
的
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
単
母
音
で
構
成
さ
れ
る
と
共
に
シ
ン
タ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
比
を
最
大
に

求
め
て
、
語
幹
末
の
音
声
的
様
相
に
従
い
そ
の
相
貌
を
変
え
る
唯
一
の
助
辞
で

あ
る
肯
定
命
令
助
辞
は
そ
の
要
請
に
十
分
こ
た
え
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
否
定
命
令
形
は
肯
定
命
令
形
と
の
示
差
の
た
め
経
済
性
が
犠
牲
に
さ
れ
ま

す
が
、
語
末
で
の
母
音
の
シ
ン
夕
、
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
は
っ
き

り
と
し
て
い
ま
す
一

E
Z
日
-
口
同
タ
ベ
ル
ナ
、
片
山
}
内
問
口
同
書
ク
ナ
。

同
d
・
北

国
語
に
は
五
つ
の
単
母
音
が
あ
り
ま
す
が
、
動
調
の
語
形
変
化

母音の分布と機能第 7表

ワ
t
dιτ 
1ょ
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に
お
い
て
、
第

7
表
に
表
示
さ
れ
る
か
た
ち
で
そ
の
全
て
が
使
い
は
た
さ
れ
ま

す
。
子
音
(
音
節
開
始
音
)
を
使
わ
ず
に
単
母
音
(
音
節
中
心
音
)
を
修
飾
す

る
手
段
は
そ
れ
に
「
引
く
音
」

(
R
)
、
「
は
ね
る
音
」

(
N
)
、
「
つ
ま
る
音
」

(
T
)

或
は
J
と
い
う
音
節
終
結
音
を
付
加
す
る
こ
と
で
す
が
、
尾
助
辞
形
成
に
実
際

に
使
用
さ
れ
る
の
は
そ
の
う
ち
「
引
く
音
」
で
す
一

d

・
点
。
誌
に
よ
る
か
た

ち
は
金
田
一

(
b
ー
ロ
H

頁
)
に
よ
り
感
嘆
形
の
名
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

標
準
語
の
中
の
い
か
な
る
層
に
属
す
る
も
の
か
疑
問
が
残
さ
れ
る
の
で
、
筆
者

は
記
述
か
ら
は
ず
し
て
き
た
も
の
で
す
一
片
品
・
ω河
書
カ
ア
、

E
Z
E
H
N
タ
ベ

ラ
ア
。

し
か
し
、

d
と
同
じ
手
段
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
な
の
で
こ
こ
に
触
れ
て

J

山
は
命
令
助
辞
が
母
音
語
幹
で
は

o
で
あ
る
た
め
、
命
令
助
辞
と

こ
と
な
る
結
合
子
音
j
を
と
っ
て
、
そ
れ
と
の
示
差
を
補
強
し
ま
す
一

Z
Z伯
P

タ
ベ
ロ
、

ZZ]OHN
タ
ベ
ヨ
ウ
。
母
音
語
幹
の
命
令
助
辞
の
結
合
子
音
j

(
例

E
Z
3
タ
ベ
ヨ
ウ
)
が
す
た
れ
、

r
が
優
勢
と
な
る
背
景
に
は
棋
の
結
合
子
音

お
き
ま
す
。

ー
の
存
在
が
あ
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。

岡
単
音
節
尾
助
辞
と
多
音
節
尾
助
辞

次
に
単
母
音
を
修
飾
す
る
手
段
は
そ

の
前
に
子
音
を
付
加
す
る
こ
と
(
ロ

F
E・
g-
母
ロ
)
そ
れ
に
音
節
終
結
音
を
付

加
す
る
こ
と
(
日
と
)
で
す
。
そ
れ
に
次
ぐ
手
段
は
音
節
を
つ
ら
ね
、
多
音
節
化

す
る
こ
と
(
戸

gu
岳山一

E
F
B
E
-
ロ
お
回
日
)
で
す
。
終
止
形
を
つ
く
る
助
辞
は

戸
門
戸
山
を
例
外
と
し
て
単
音
節
助
辞
で
あ
り
、
多
音
節
助
辞
は
連
用
形
に
配
備
さ

れ
ま
す
。

尾
助
辞
に
使
わ
れ
る
子
音
は
次
の
も
の
で
す
一

t
・

ω・

注目
ω

白・

n
・
m
-
b
・
r
-
g
。

t
を
除
け
ば
有
声
の
非
摩
擦
音
で
す
。
こ
の
う
ち

b
-

r
・
g
は
尾
助
辞
の
頭
に
立
つ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
頭
に
立
つ
子
音
は

m
を
除

園
尾
助
辞
の
子
音

き
前
舌
の
非
摩
擦
音
で
す
。

i
の
前
以
外
の
口
蓋
化
子
音
も
な
け
れ
ば
ま
た

p
・

S
-
k
・フ

-w
・j
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
う
ち
に
は
子
音
語
幹
末
に
あ
っ
て
も

「
音
便
」
に
襲
わ
れ
な
い
S

が
混
ざ
り
ま
す
。

同
否
定
助
辞

否
定
(
の
意
を
持
つ
)
尾
助
辞
を
肯
定
(
の
意
を
持
つ
)
尾

助
辞
の
対
応
は
或
程
度
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
否
定
尾
効
辞
は
、
不
定
形
の
否

定
の
(
円
N
E
と
意
志
形
の
否
定
の

E
と
を
除
き
、

n
と
い
う
要
素
を
共
通
に
持
ち

ま
す
一
恒
三
Z
)
、
ロ
唱
、
ほ

g。
ま
た
、
呼
掛
け
法
を
除
き
、
結
合
要
素
と
し
て

hr

を
持
ち
ま
す
一

(
L
P
)
E
(
Z
)
唱
(
怜
)
ロ
与

ω
(
h注
目
(
否
定
の
語
幹
助
辞
も
こ
の
一
一

』

苧

‘

$

つ
の
共
通
性
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
ま
す
)
o
n
を
持
た
ず
か
っ
結
合
要
素

a
Zを
持

こ
こ
に
も

B
と
の
孤
立
性
が
み
と
め
ら
れ
ま

た
な
い
の
は

B
と
の
み
で
す
。

す
。
ロ
ロ
・

5
5
と
肯
定
の
助
辞
と
は
助
辞
の
外
容
に
関
し
て
の
み
云
え
ば

n
の

148一

存
在
・
非
存
在
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
差
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
差
を
剰

(
叩
)
ロ
・
(
仲
)
ロ
F

(
巾一

)σE-

一'j;，余
財 W1r的
母 PL に
音Pio さ
助さ
辞え
とる
子の
音が
助結

辞基
素
σ〉
役
目
で
す

呼
掛
け
法
の
か
た
ち
は
白
色
を
除
い
て
全
て

母
音
助
辞
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
不
定
形
は
子
音
助
辞
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
呼
掛
け
法
を
つ
く
る
助
辞
の
持
つ
結
合
要
素
は
糾
を
除
き
全

て
結
合
子
音
で
あ
り
、
不
定
形
を
つ
く
る
助
辞
の
そ
れ
は
、
結
合
母
音
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
対
応
し
ま
す
。
伝
違
法
で
は
無
標
的
か
た
ち
(
現
在
i
非
過
去
・

肯
定
|
非
否
定
)
が
母
音
助
辞

u
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
有
標
的
か
た
ち
(
過

去
・
否
定
)
が
子
音
助
辞
一
也

-
m

(
N
)
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。
連
用
形

の
一
次
的
文
法
形
態
は
条
件
形
を
除
き
子
音
助
辞
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。

一
次
的
文
法
形
態
で
あ
る
順
接
通
常
無
順
序
条
件
形
は
伝
達
法
の
か
た
ち
と
同



じ
く
、
無
標
的
か
た
ち

が
母
音
助
鉾
各
お
に
よ
り
、
有
標
的
か
た
ち

)
が
子
音
助
辞
日
ぴ
ω
に
よ
り
つ
く
ら
れ
ま
す
。

同
州
最
短
の
箆
助
辞
と
最
長
の
尾
助
辞
動
詞
語
形
中
最
小
の
文
法
的
情
報
を

担
う
不
定
形
に
ぜ
ロ
墨
助
辞
が
配
さ
れ
、
次
に
一
不
さ
れ
る
動
作
・
状
態
と
、
あ

る
持
続
性
を
持
ち
な
が
ら
間
同
時
に
行
な
わ
れ

状
態
を
一
示
す
同
何
時
形
に

際
問
助
辞
中
最
長
の

gmお
お
と
い
う
三
音
節
助
辞
が
与
え
ら
れ

「
一
言
語
記
号
は
恋
窓
的
な
も
の
で
あ
る
に
ソ
シ
ュ

i

め
長
対
〈
不
定
形
形
成
に
三
音
節
助
辞
が
使
わ
れ
、

い
く
ら

し
で
も
、
そ

の
あ
る
長
さ
を
も
っ

た
動
き
に
関
与
す
る
同
時
形
そ
っ
く
る
て
だ
て
と
し
て
ゼ
ロ
を
用
い
る
こ
と
)

令
具
体
的
昌
然
一
言
語
で
あ
る
醤
語
に
想
像
す
る
こ
と
は
無
理
の

語
動
詞
の
語
形
変
化
の
音
声
的
て
だ
て
会
眺
め
る
本
穣
も
、

が
全
て
完
全
に
「
恋
意
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
は
い
い

の
全
て

い
と
い
、
っ
こ

と
に
被
れ
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。

機E器

川
接
尾
助
辞

吾
に
か
か
わ
る
と
い
う
共
通
性
を
持
ち
な
が
ら
、
示
す
意
味
は
対
称
的
で
す
。

の
中
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
後
者
は
そ
れ
が
他
め

推
議
法
と
器
開
閉
法
は
共

-
話

い
う
三
項

者
は
事
柄
が
話
し
手
の

関言苦動言司の活用{喜善形変化)

ら
聞
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
そ
れ
ら
を
示
す
外
容
も

対
称
的
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
く
る
接
尾
劫
締
法

g
m
は
原
辞

論
(
形
態
素
論
〉
的
観
察
に
お
い
と
助
辞
棋
に
分
解
で
き
る
の
に
対

し
、
張
関
法
を
つ
く
る
吉
河
野
は

g
m
と
連
辞
由
に
分
額
で
き
、
前
者
は
〔
告
)

に、

(
C

心
会
第
一
一
音
節
に
持
つ
め
に
対
し
、
後
者
は
す
い
を
第

音
節
に
、
〔
告
)
会
第
一
一
変
蔀
に
持
ち
ま
ず
。

しミ

し、

(
叙
述
法
〉
は
推
盤
法
的
な
意
味
ゼ
ロ
、
掠
閥
均
法
的
意
味
ゼ
円
以

る
意
味
を
持
ち
ま
す
が
、
そ
れ

と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

ゼ
ロ
に
よ
っ

推
量
法
の
閥
聞
き
手
敬
譲
形
門
H2.cHN
に
は

ωの
前
に
む
が
み
と
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
関
塁
手
敬
譲
動
一
訴
の
意
志
形
会
一
誘
形
・
〈
推
隅
整
形
〉
(
山
町
)
ヨ
自
民
に

れ
る
も
の
で
、
寵
冬
子
敬
譲
語
形
の
特
識
を
な
す
音
声
で
す
。

呼
掛
け
法
の
か
た
ち
設
び
不
定
形
て
政
治
効
辞
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま

す
。
連
用
形
中
接
議
助
辞
が
関
与
す
る
の
は
条
件
形
の
み

国

註
記
中
米
ル
・
ス
ル
は
語
幹
(
米
〉
録
音
が
終
定
さ
れ
て
い
な
い
録
音
器
閥
幹
動
認
で

す
が
、
そ
の
特
定
の
し
か
た
は
こ
閉
山
で
ふ
れ
ま
し
た
。
助
鮮
の
意
味
、
日
町
助
緋
・

務
総
時
制
掛
町
、
助
辞
の
音
声
蛾
構
成
と
い
う
要
素
と
務
執
料
品
坤
後
と
の
呼
応
と
い
う
か
た
お
で
、

そ
れ
を
書
き
改
め
る
ニ
と
が
で
き
ま
す
が
、
結
果
に
た
い
し
た
差
は
出
ま
せ
ん
。
ア
ク

セ
ン
ト
に
期
間
し
で
は
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
穏
を
改
め
た
く
思
い
ま
す
。

本
稿
は
、
今
後
め
考
究
の
足
が
か
り
と
す
る
た
め
の
書
き
改
め
を
予
定
す
る
試
案
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
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円混
1

尉
問
、
え
ば
、
議
ク
と
い
う
品
開
誌
の
否
定
の
か
た
ち
黍
カ
ナ
イ
が
形
谷
絡
め
外
容
を
と

る
い
尽
か
ら
も
、
動
詞
の
諸
問
形
変
化
は
潟
設
の
語
形
変
化
の
や
で
形
容
詞
・
逮
辞
(
繋
辞
)

と
一
平
行
し
て
記
述
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
対
象
を
動
認
に
凝

る
こ
と
に
し
ま
す
。

一双
2

N

は
は
ね
る
和
問
、
ず
は
つ
ま
る
音
、

R
は
金
問
…

a
に
従
い
引
く
音
、

J
は
紫
回

(
『
方
言
学
概
説
い

i
M品
出
直
(
)
に
従
い
安
一
節
を
綴
じ
る
i
を
一
不
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、

母
音
後
、
変
節
米
の
ー
と
ー
は
悶
倣
で
ナ
。
，
P
は
ゼ
ロ
を
一
不
し
ま
す
。

注

3

¥
は
「
ま
た
は
」
を
一
不
し
、
{
〕
は
省
略
し
得
る
部
分
、
つ
ま
り
、
自
由
出
没
閥
抗

議
会
示
し
ま
す
。
ロ
ー
マ
{
子
の
お
簡
射
の
a

は
口
議
化
ず
る
こ
と
を
一
示
し
ま
す
。
例
え

ば，
s
は
の
と
具
体
化
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

i
の
務
め
子
立
自
の
口
議
化
は
一
一
一
以

下
で
必
要
に
応
じ
て
行
う
だ
け
に
と
ど
め
ま
す
。
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語
幹
末
子
音

w
に
交
替
す
る
ゼ
ロ
を
示
し
ま
す
。

今
後
、
結
合
要
素
は
か
っ
こ
で
く
く
っ
て
一
示
し
ま
す
。

そ
れ
も
便
宜
的
に
ロ
ロ
(Z)
と
表
記
し
て
お
き
ま
す
。

注
6

↓
は
語
幹
末
が
子
音
か
母
音
か
に
よ
り
結
合
要
素
を
選
択
し
、
そ
の
か
っ
こ
を
は

ず
し
、
か
っ
、
後
述
の
子
音
語
幹
の
変
形
(
一
、
同
参
)
が
行
な
わ
れ
る
も
の
は
そ

の
変
形
を
行
っ
て
、
か
き
か
え
る
こ
と
一
不
し
ま
す
。

注
7

管
見
に
属
す
る
限
り
、
結
合
一
時
音
・
結
合
子
音
(
連
結
母
音
・
連
結
子
音
)
を
み

ご
と
に
記
述
し
、
「
動
詞
無
活
用
論
」
を
広
く
知
ら
し
め
た
の
は
清
瀬
(
日
当
日
年
)
で

す
。
ま
た
、
冨
の
め
自
主
弓

(
5
8年
)
i
M山
頁
、
黒
田

(
5
8年
)
l臼

1ω
頁
参
照
。

注
8

結
合
要
素
は
、
今
後
、
特
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
い
ち
い
ち
助
辞
の
前
に
表
記

し
ま
せ
ん
。
助
辞
と
そ
の
結
合
要
素
の
一
覧
表
は
第
2
表
と
し
て
掲
げ
ま
す
。

注
9

外
デ
遊
べ
パ
、
ゴ
ホ
ウ
ビ
判
例
引
所
(
無
順
序
形
)
と
い
え
る
の
に
対
し
、
外
テ

遊
ブ
ト
、
ゴ
ホ
ウ
ビ
ア
ゲ
ヨ
ウ
(
非
以
前
形
)
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

注
叩
ド
ン
ナ
ニ
歩
コ
ウ
ガ
、
平
気
ダ
の
ガ
は
接
続
助
詞
と
考
え
ま
す
。

注
U

不
定
形
は
伝
統
的
活
用
体
系
で
「
連
用
形
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
に
あ
た
り
ま

す。

注
ロ
④
の
意
味
(
ロ
O

百
円
)
で
は
競
合
は
あ
ま
り
な
く
(
⑤
で
は
全
く
な
く
て
文
体
的
対

立
は
完
全
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

注
臼
形
容
詞
(
例
白

EiH
赤
イ
)
で
は
不
定
形
(
印
片
山
l

}

内
戸
赤
ク
)
と
語
幹
(
印
片
山
赤
)

の
区
別
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
が
、
動
詞
で
は
そ
の
区
別
が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
音

語
幹
動
詞
で
は
そ
の
区
別
が
あ
る
よ
う
に
見
、
え
ま
す
が
(
例
語
幹

E
宵
、
不
定
形

片
山
竺
)
不
定
形
の
よ
う
に
見
え
る
の
も
語
幹
の
音
声
化
し
た
か
た
ち
か
も
し
れ
ま
せ

ん
(
子
音
語
幹
は
国
語
の
音
韻
規
則
に
従
っ
て
音
声
化
き
れ
ね
ば
語
の
中
で
具
体
化

で
き
ま
せ
ん
)
。
両
者
を
外
容
か
ら
区
別
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
形
容
詞
と
の
パ
ラ

レ
ル
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
そ
の
区
別
が
或
程
度
可
能
で
す
。
「
連
用
止
」
、
並
列
の

用
法
は
形
容
詞
で
不
定
形
で
あ
る
た
め
、
動
詞
で
も
不
定
形
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ

う
ロ
美
シ
ク
ハ
ア
ル
か
ら
考
え
れ
ば
・
一
:
・
ハ
/
モ
/
サ
エ
ス
ル
と
結
合
す
る
の
も
不

定
形
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
動
詞
に
於
て
不
定
形
は
全
て
造
語
要
素

に
転
化
し
得
る
と
考
え
て
お
け
ば
、
不
定
形
と
語
幹
の
音
声
化
形
の
区
別
を
論
ず
る

必
要
は
一
応
は
な
い
と
い
え
そ
う
で
す
。

注

4

、涯

5

山
は
N
と
交
替
し
ま
す
。

注
M

岩
波
国
語
辞
典
で
は
「
な
い
で
は
な
い
」
と
注
記
し
、
前
者
を
正
則
と
し
て
い
る

ょ
う
で
す
。

注

目

注

3
参。

注
日
音
声
記
号
は
簡
略
表
記
で
す
。
例
え
ば
い
州

ωな
ど
表
記
し
わ
け
ず

ωで
通
し
ま
す
。

注
臼
こ
と
な
る
原
則
が
働
く
「
音
便
」
に
つ
い
て
は
三
山
口
「
音
便
」
参
照
。

注
目

i
・
巴
の
前
で
の
非
口
蓋
化
子
音
と
口
蓋
化
子
音
の
対
立
の
消
失
は
位
置
か
ら
独

立
し
た
口
蓋
化
子
音
が
語
幹
末
で
使
わ
れ
ぬ
た
め
問
題
が
お
こ
り
ま
せ
ん
。

注

ω
国
語
に
於
て
d
が
u
の
前
で
也
に
か
わ
り
、

d
と
也
は
l

の
前
で
市
町
に
変
容
す
る

と
い
う
こ
と
は
厳
密
な
意
味
で
は
論
証
で
き
ま
せ
ん
。
言
及
で
き
る
の
は

u
の
前
で

は
普
通
也
し
か
な
く
、

i
の
前
で
は
む
し
か
な
い
と
い
う
事
実
だ
け
で
す
。

注
却
結
合
母
音
i
の
存
在
は
、

s
語
幹
動
詞
で
証
明
さ
れ
ま
す
一
昨
印
叱

-
E
借
シ
タ
。

注
幻
例
え
ば
、
い
い
き
り
法
(
叙
述
法
)
現
在
肯
定
の
助
辞
は
動
詞
で

u
、
形
容
詞
で

ー
、
体
丑
一
口
(
形
容
動
詞
語
幹
)
で
匂
で
あ
リ
、
そ
れ
ぞ
れ

Ai--4・
世
と
い
う
結
合
要
素

を
持
ち
ま
す
が
、
先
行
日
開
詞
を
表
示
す
る
の
は
結
合
要
素
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
助

辞
自
身
も
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
一

g
g
I
E
タ
ベ
ル
、
鳥
山

IH
赤
イ
、

g
Z
I

E
本
ダ
、
印

-
E
N
E
E
E
静
カ
ダ
。

注
沼
町
2
0
ケ
ロ
と
か
た
ち
が
ゆ
れ
る
の
は
巴
語
幹
動
詞

(
r
は
結
合
子
音
)
と
み
ま
が

わ
れ
る
た
め
で
し
ょ
う
。

注目
ω

z
で
は
な
く
也
。
也
は
母
音
聞
で
閉
鎖
性
が
弱
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
純
粋

の
摩
擦
音
に
な
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

文
献
(
順
不
同
)

富
田
幸
一
『
日
本
語
文
法
の
輪
廓
』
。

金
田
一
春
彦

a
『
日
本
語
音
韻
の
研
究
』
、

b
「
日
本
語

鈴
木
重
幸
『
日
本
語
文
法
・
形
態
論
』
。

清
瀬
義
三
郎
則
府
「
連
結
母
音
と
連
結
子
音
と

l
日
本
語
動
詞
無
活
用
論
」
『
国
語
学
』

戸

h
u
o

oハν

松
下
大
三
郎
『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』
。

山
田
孝
雄

a
『
日
本
文
法
論
』
、

b

「
日
本
口
語
法
講
義
』
。 文

法
」
『
世
界
言
語
概
説
』
下
。

ハURU
 

1
i
 



奥
津
敬
一
郎
『
生
成
日
本
文
法
論
』
。

松
村
明
編
『
助
詞
助
動
詞
詳
説
』
。

国
語
学
会
編
『
方
言
学
概
説
』
。

梅
原
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The Grammatical Processes of the ]apanese Verb 

Shirota Shun 

The purpose of this artic1e is the strictly synchronic formal analysis of the conjugational 

pattern of present-day Standard ]apanese. 

Any ]apanese verbal form comprehends a stem and a desinence (syntactical suffix). A 

stem may inc1ude a stem-suffix (derivational suffix)， e. g. tabe+旦旦， or be unsuffixed， e. g. 

tabe. Two types of desinential morphemes are to be distinguished ; a "final suffix" which 

can occur without being followed by another desinential suffix， e. g. tabe-ru ; a "postfix" 

which may be added to a final suffix， e. g. tabe-ru . daroR. The stem-suffixes and final 

suffixes are divided into vocalic and non-vocalic. The vocalic suffixes begin with a vowel， e. 

g. kak+主主， kak盛. The non-vocalic suffixes begin with a consonant， e. g. tabe+旦(-i)，

tabe-ta， or consist of a zero， e. g. tabe. This dichotomy is the momentous principle of 

the ]apanese conjugational pattern. 

The vocalic suffixes have the juncture consonants and non-vocalic suffixes the juncture 

vowels 

In ]apanese the following grammatical meanings (categories) are expressed by using 

stem-suffixes voice， status， subject referent honorific and addressee honorific. Mood， 

tense， presumptive and evidential are expressed by using desinences. 

The final suffixes are divided intb (1) zero， and (2) real desinences-(a) monosyllabic and 

(b) polysyllabic-containing either two or three syllables. The infinitive， which carries the 

minimal grammatical information， has the zero desinence and the gerund， which expresses 

simultaneousness， has the three syllabic desinence. 

The combination of final suffixes beginning with/t/with the preceding consonantal 

stem is governed by the law of sandhi. 

The appeal forms employ the vocalic desinences. In indicative moods vocalic desinences 

are used for unmarked forms (present and non-negative) and consonantal ones for marked 

forms (preterite and negative). 

With relatively few exceptions desinences expressing negation have /n/in the 

morphemes and / a/ as a juncture vowel. 
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